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今週のキーワード

iPSC・遺伝子編集
オフザシェルフ化と規制効率化が加速

27
件

記事数

4
カ国

対象国

4.1
百万ドル

Casgevy売上

4
倍

iPSC製造能

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
CRISPRパイプライン
拡大

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○

CRISPR TherapeuticsがCasgevy承認後の遺伝子編集
パイプライン拡大を投資家会議で発表、SyNTase™プ
ラットフォームも紹介。

#02
遺伝性難聴・心血管治
療

臨床開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Otarmeniの遺伝性難聴治療薬がEMA審査入り、Lilly
がCRISPRベースの心血管疾患治療薬VERVE-102のP
hase 2計画発表。

#03
Vyjuvek承認、DMD治
療

臨床開発
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○

ジストロフィー性表皮水疱症治療薬Vyjuvekが英国承
認、DMD治療薬RGX-202がPhase
3で主要評価項目達成。

#04
Fate iPSC CAR
T固形がん

臨床開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Fate TherapeuticsがiPSC由来オフザシェルフCAR
T療法FT836のPhase 1でKRASwt大腸がんの腫瘍縮小
と良好な安全性プロファイルを確認。

#05 Intellia HAE治療薬 臨床開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Intellia Therapeuticsが遺伝性血管性浮腫治療薬lonv
o-zのPhase
3追加データをEAACI年次総会で発表予定。

#06 CRISPR株価高騰 市場動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○

CRISPR Therapeuticsのコールオプションに高取引高
、Casgevy承認後の遺伝子編集パイプラインへの市場
の信頼を反映。

#07
Beam賞受賞、株価上
昇

企業評価
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Beam Therapeuticsがライフサイエンス賞受賞、株価
上昇。ベース編集技術とパイプラインへの市場期待高
まる。

#08
CRISPRリーシュマニ
ア症

基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
CRISPR遺伝子編集を用いた初のリーシュマニア症ワ
クチンがFDA治験薬承認、Phase 1臨床試験へ。

#09
BioCardia心不全日本
承認

規制動向
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
日本のPMDAがBioCardiaのCardiAMP心不全細胞療法
の規制申請を支持する協議記録を発行、承認へ前進。

#10
REPROCELL低免疫iPS
C

技術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

REPROCELLがAI設計CRISPRで高効率・低オフター
ゲットの低免疫性iPSC技術を発表、オフザシェルフ細
胞療法開発を加速。

#11
Century
1型糖尿病iPSC

技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Century Therapeuticsが1型糖尿病向けiPSC由来CNT
Y-813（Allo-Evasion™
5.0搭載）をADAで発表予定。

#12
FDA細胞・遺伝子ガイ
ダンス

規制動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

FDAが細胞・遺伝子療法の開発加速に向けたドラフト
ガイダンスを発表、事前知識活用でCMC、非臨床、臨
床開発を効率化。

#13
Intellia進展、臨床保留
解除

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

Intellia TherapeuticsがHAE治療薬Lonvo-ZとATTR
アミロイドーシス治療薬Nex-Zで進展、Nex-ZのFDA
臨床保留解除。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
Cynata
iPSC-MSC試験結果

臨床開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Cynata TherapeuticsがiPSC由来MSCを用いた変形性
膝関節症Phase 3試験結果を6月発表へ、急性GVHD
Phase 2も最終段階。

#15
Fate iPSC CAR
T自己免疫

臨床開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Fate TherapeuticsがiPSC由来オフザシェルフCAR
T療法FT819のSLE患者Phase 1で迅速・持続的改善と
良好な安全性プロファイルを確認。

#16 iPSC開発・製造提携 企業提携
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

Made ScientificとPluristyxがiPSC開発・製造の統合
提携を発表、iACT
Stealth™免疫回避技術などを活用し商業化加速。

#17
Sana低免疫・in vivo
CAR T

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Sana Biotechnologyが1型糖尿病向けハイポイミュー
ン細胞療法とin vivo CAR
T試験を年内開始、1年以内にデータ発表予定。

#18
抗老化細胞療法GMP達
成

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Avaí Bioが抗老化細胞療法でGMP達成、Beam Thera
peuticsはBEAM-302迅速承認目標、SanaがMayo
Clinicと1型糖尿病で提携。

#19
富士フイルムiPSC製造
拡大

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

富士フイルムがiPSC製造能力を4倍に拡大する新施設
を米国に開設、ライフサイエンス事業のリーダーシッ
プ体制も刷新。

#20
CRISPR将来性、パイ
プライン

企業評価
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○

CRISPR TherapeuticsがCasgevy承認で市場リーダー
シップを確立、心血管疾患や腫瘍学など多様なパイプ
ラインで将来性を示す。

#21
BlueRock PD
iPSC療法

臨床開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

BlueRock Therapeuticsがパーキンソン病iPSC由来細
胞療法exPDite-2のPhase 3で患者登録を開始、長期
追跡データも間もなく公開。

#22
Voyager
AD遺伝子治療

基礎研究
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

Voyager Therapeuticsが初のタウ標的遺伝子治療VY
1706のFDA治験薬承認を取得、アルツハイマー病Pha
se 1開始へ。

#23 Kelonia in vivo CAR T 臨床開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Kelonia Therapeuticsがin vivo CAR
T療法KLN-1010のPhase 1で多発性骨髄腫への有望な
抗腫瘍活性と良好な安全性プロファイルを確認。

#24
CAR-Tパイプライン拡
大

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

DelveInsightのレポートによると、CAR-Tパイプライ
ンは180社以上がイノベーションを牽引し、2036年ま
でに市場は大きく成長すると予測。

#25
厚労省カルタヘナ法再
周知

規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

厚生労働省がカルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物
等の第二種使用等届出について再周知、研究機関や企
業に安全管理措置の遵守を促す。

#26 PDパイプライン分析 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

DelveInsightのレポートによると、パーキンソン病治
療薬のパイプラインは240以上が進行中、細胞・遺伝
子療法など多様なモダリティ。

#27
Sana
Q1決算、パイプライン

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Sana Biotechnologyが投資家会議でQ1決算とハイポ
イミューン細胞療法パイプラインの進捗を発表、臨床
開発加速計画を詳述。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ オフザシェルフiPSCの実現は、自社の細胞治療戦略をどう変えるか？
REPROCELLのAI設計低免疫性iPSC技術（#10）や、Fate Therapeutics（#04, #15）、Century
Therapeutics（#11）、Sana Biotechnology（#17）のハイポイミューン技術は、免疫拒絶を回避し、オフザシェルフ
型細胞治療薬の実現を加速します。これにより、製造コスト削減、迅速な供給、広範な患者への適用が可能となり、個別
化医療から汎用医療への転換期を迎える可能性があります。貴社の細胞治療開発ロードマップは、このパラダイムシフト
に対応できていますか？

❷ 日本の再生医療産業は、グローバルな製造・規制競争で優位性を保てるか？
富士フイルム（#19）のiPSC製造能力4倍拡大や、Made ScientificとPluristyx（#16）のiPSC開発・製造提携は、グロー
バルな製造インフラ競争が激化していることを示します。一方、FDA（#12）の開発加速ガイダンスやPMDA（#09）の
承認前進は、規制環境がイノベーションを後押しする動きです。日本の材料・CDMO企業は、このグローバル競争で存在
感を示し、国内の規制優位性を活かせるでしょうか？

❸ CRISPR/遺伝子編集技術の応用拡大は、どの疾患領域でブレークスルーをもたらすか？
CRISPR Therapeutics（#01, #20）のパイプライン多様化、Lilly（#02）の心血管疾患、Voyager
Therapeutics（#22）のアルツハイマー病、Kelonia Therapeutics（#23）のin vivo CAR Tなど、遺伝子編集は多様な
疾患に広がりを見せています。特に、リーシュマニア症ワクチン（#08）のような感染症への応用は新たなフロンティア
です。貴社の研究開発部門は、これらの最新動向を把握し、自社の強みを活かせる新たな応用領域を探索できていますか
？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

低免疫iPSC iPSC製造

規制効率化iPSC CAR-T

心不全細胞
In Vivo CAR-T

市場拡大

CRISPR感染症

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 低免疫iPSC 機会大 ユニバーサル細胞開発加速 —

● iPSC製造 機会大 iPSC製造基盤強化 グローバル競争激化

● 規制効率化 注意 開発期間短縮 競争激化、規制対応
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● iPSC CAR-T 注意 固形がん治療革新 開発競争激化

● 心不全細胞 機会大 日本市場への導入 —

● In Vivo CAR-T 注意 CAR-T簡素化 既存CAR-T脅威

● 市場拡大 参考 市場参入機会 —

● CRISPR感染症 参考 新規応用領域 —
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深掘り ① ― AI設計CRISPRによる低免疫性iPSC
#10 | 2026/06/04 | REPROCELL | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

REPROCELLは、AI設計CRISPRと最適化されたワークフローを組み合わせたStemEditプラットフォームにより、iPS細
胞（iPSC）において高い遺伝子編集効率とオフターゲット活性の低減を実現しました。この技術は、宿主の免疫拒絶を
回避する「低免疫性iPSC」の開発に不可欠であり、オフザシェルフ型細胞療法の実用化を大きく加速させます。

StemEditプラットフォームは、編集後もiPSCの多能性とゲノム安定性を維持する能力を有しており、より安全で汎用
性の高い細胞治療薬の供給を可能にします。MHC遺伝子編集による低免疫化は、再生医療分野における「ユニバーサル
ドナー細胞」の実現を可能にし、製造コスト削減と治療アクセス向上に貢献します。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】AIによるCRISPRガイドRNA設計は、オフターゲット効果の低減と編集効率の向上に
寄与し、低免疫性iPSCの実現性を高める画期的なアプローチです。REPROCELLの発表は、iPSCの多能
性とゲノム安定性維持を実証しており、基礎研究レベルでは非常に有望です。しかし、臨床応用には、
低免疫性が長期的に維持されるか、腫瘍形成リスクが完全に排除されるかなど、さらなる安全性データ
の蓄積が必要です。特に、MHCクラスI/IIの欠損がNK細胞による攻撃を誘発する可能性（Missing Self
仮説）への対策も重要です。日本企業にとっては、iPSC技術の源流国として、この最先端技術をリード
する【機会】ですが、グローバルな競争も激化しており、迅速な臨床開発と製造技術の確立が【脅威】
への対抗策となります。今後、国内外の規制当局との連携を強化し、臨床試験への移行を加速すべきで
す。

深掘り ② ― 富士フイルム、iPSC製造能力を4倍に拡大
#19 | 2026/06/03 | FUJIFILM Holdings America Corporation Press Release | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

FUJIFILM Cellular Dynamics（FCDI）は、米国マディソンに新たなiPSC開発・製造施設を開設し、iPSCベースの研究
製品およびサービスの製造能力を4倍に拡大すると発表しました。この戦略的強化は、再生医療および細胞治療市場に
おける同社のプレゼンスを強化し、需要の高まりに対応するためのものです。

新施設は最先端のGMP製造設備を備え、多様なiPSC株やiPSC由来細胞製品の生産を加速させます。自動化された製造プ
ロセスと厳格な品質管理システムを導入することで、製品の一貫性と安全性を確保し、規制要件に適合した細胞製品を
供給することが可能となり、再生医療の産業化を支える重要なインフラ投資となります。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】富士フイルムによるiPSC製造能力の4倍拡大は、再生医療市場の成長とiPSCの商業化
が本格化している明確な兆候です。特に、米国でのGMP施設拡張は、グローバルなサプライチェーンに
おけるFCDIの地位を確固たるものにするでしょう。提示された「4倍」という数値は、市場の需要予測
に基づいた具体的な投資であり、その妥当性は高いと考えられます。未解決課題としては、高品質なiPS
Cを大量生産する際のコスト効率のさらなる改善や、多様な細胞種への分化誘導技術の標準化が挙げら
れます。日本企業にとっては、iPSC技術のリーディングカンパニーが製造インフラを強化する【機会】
であり、国内の細胞治療開発企業は、FCDIの高品質なiPSC製品やCDMOサービスを活用することで開発
を加速できるでしょう。一方で、海外での製造基盤強化は、日本の製造業がグローバル競争に乗り遅れ
ないための【脅威】でもあり、国内のCDMOも同様の投資を検討すべきです。即座にFCDIのサービス内
容と価格体系を調査し、自社の製造戦略に組み込むことを推奨します。
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深掘り ③ ― FDA、細胞・遺伝子療法開発加速ガイダンス
#12 | 2026/06/02 | FDA Press Announcements | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

FDAは、細胞および遺伝子療法の開発加速を目的とした新たなドラフトガイダンスを発表しました。このガイダンスは
、特に重篤または希少疾患を対象とした治療法において、スポンサーが「事前知識」を効果的に活用することを奨励し
ています。これにより、CMC、非臨床、臨床開発の各段階で重複する試験を削減し、開発プロセス全体を合理化するこ
とが期待されます。

「事前知識」とは、過去の経験やデータ、またはプラットフォーム技術に関する包括的な科学的情報を指します。この
アプローチにより、個々の開発プログラムでゼロからデータを生成する必要が減り、開発期間の短縮とコスト削減に繋
がると考えられています。これは、画期的な治療法を迅速に患者に届けるためのFDAのコミットメントを示すものです
。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】FDAの「事前知識」活用ガイダンスは、細胞・遺伝子治療開発の効率化に向けた画期
的な一歩です。特に、プラットフォーム技術を持つ企業にとっては、既存の安全性・有効性データを活
用することで、個別の製品開発における試験負担を大幅に軽減できる【機会】となります。これにより
、開発期間とコストの削減が期待され、より多くの治療法が迅速に市場に投入される可能性が高まりま
す。ただし、事前知識の適用範囲や、それがどの程度規制当局に受け入れられるかについては、具体的
なケーススタディを通じて検証していく必要があります。また、この効率化はグローバルな開発競争を
さらに加速させるため、日本の製薬・バイオ企業にとっては、この動向を迅速にキャッチアップし、自
社の開発戦略に組み込まなければ【脅威】となり得ます。日本のPMDAも同様の効率化を検討する可能
性があり、その動向を注視し、国際的な規制調和を働きかけることが重要です。

その他の注目記事
日本、BioCardiaの心不全細胞療法承認へ前進（Longevity.Technology）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●●

PMDAがBioCardiaのCardiAMP心不全細胞療法の規制申請を支持、日本の再生医療推進政策が機能していることを示す
。

Made ScientificとPluristyxがiPSC開発・製造の統合提携を発表（PR Newswire）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●○

iPSC由来細胞療法の商業化加速に向けた提携。FDA
DMFを持つiPSC株とGMP製造の統合は、サプライチェーンに大きな影響を与える。

BlueRock Therapeutics、パーキンソン病iPSC由来細胞療法Phase 3開始（Neurology Live）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●○○

iPSC由来ドーパミン作動性ニューロン移植のPhase
3開始は、パーキンソン病の根本治療に向けた重要なマイルストーン。

Kelonia Therapeutics、in vivo CAR T療法Phase 1更新データで有望性確認（Kelonia Therapeutics Press Release）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●○○○

リンパ球除去なしで奏効を示すin vivo CAR Tは、従来のCAR
Tの課題を克服し、治療の簡便化・普及に貢献する可能性。

DelveInsightのCAR-Tパイプラインレポート: 180社以上がイノベーション牽引（DelveInsight）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●○○

CAR-T市場の急速な拡大と多様化を示すレポート。固形がんや自己免疫疾患への応用が注目され、市場は変革期へ。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】REPROCELLのAI設計CRISPRによる低免疫性iPSC技術（#10）の詳細を調査し、自社のiPSC開発戦
略への応用可能性を検討。

• 【経営企画】FDAの細胞・遺伝子療法開発加速ガイダンス（#12）の内容を確認し、自社のグローバル開発戦略
における効率化の機会を評価。

• 【調達】富士フイルムのiPSC製造能力拡大（#19）を注視し、iPSC関連材料・サービスのサプライチェーン安
定性への影響を分析。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】iPSC由来CAR T療法（#04, #15）やin vivo CAR
T療法（#23）の最新臨床データを継続的に追跡し、固形がん・自己免疫疾患治療における次世代CAR
Tの動向を把握。

• 【法務・薬事】厚生労働省のカルタヘナ法再周知（#25）に基づき、遺伝子組換え生物等の取り扱いに関する社
内規定および届出状況を再確認。

• 【事業開発】BioCardiaの心不全細胞療法（#09）の日本承認動向を注視し、日本市場における再生医療製品導
入のビジネスモデルを検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AIと遺伝子編集技術の融合（#10）がもたらす新たな治療モダリティ（例：感染症ワクチン
#08）の探索研究を強化し、中長期的なR&D;ポートフォリオに組み込む。

• 【経営企画】iPSC由来細胞療法のオフザシェルフ化（#10, #11,
#17）がもたらす市場構造の変化を予測し、CDMO戦略や提携戦略（#16）を再構築。

• 【R&D;】パーキンソン病（#21, #26）やアルツハイマー病（#22）など神経変性疾患に対する細胞・遺伝子
治療の進展を継続的に評価し、新たな治療ターゲットや技術プラットフォームへの投資機会を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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収録記事一覧

#01 CRISPR Therapeutics、6月の投資家会議で遺伝子編集パイプラインの拡大を詳述：承認済
Casgevyと複数疾患プログラムに焦点

#02 EMAがOtarmeniの遺伝性難聴治療薬を審査、LillyがVERVE-102 Phase 2計画発表：細胞・遺伝

子治療分野の規制動向と臨床開発

#03 Vyjuvekが英国MHRA承認、REGENXBIOのRGX-202がDuchenne型筋ジストロフィーPhase 3
で主要評価項目達成

#04 Fate Therapeutics、iPSC由来CAR T療法FT836のASCO Phase 1データでKRASwt大腸がんの
腫瘍縮小と良好な安全性プロファイルを確認

#05 Intellia Therapeutics、遺伝性血管性浮腫治療薬lonvo-zの第3相HAELO試験追加データをEAACI

年次総会で発表へ

#06 CRISPR Therapeuticsコールオプションに高取引高、市場の遺伝子編集パイプラインへの信頼を
反映

#07 Beam Therapeutics、Triangle Business Journalの2026年ライフサイエンス賞受賞、株価も上
昇で市場の期待高まる

#08 CRISPR遺伝子編集活用：初のリーシュマニア症ワクチンがFDA治験薬承認、第1相臨床試験へ

#09 日本、BioCardiaのCardiAMP心不全細胞療法承認へ前進：PMDAが規制申請支持の協議記録発行

#10 REPROCELL、AI設計CRISPRによる低免疫性iPSC技術を発表：オフザシェルフ細胞療法開発を
加速

#11 Century Therapeutics、1型糖尿病向けiPSC由来CNTY-813（Allo-Evasion™ 5.0搭載）をADA

86th Scientific Sessionsで発表へ

#12 FDA、細胞・遺伝子療法の開発加速に向けた新たなドラフトガイダンスを発表：事前知識活用で
効率化を促進

#13 Intellia Therapeutics、HAE治療薬Lonvo-ZとATTRアミロイドーシス治療薬Nex-Zで着実な進
展：FDAがNex-Zの臨床保留解除

#14 Cynata Therapeutics、変形性膝関節症向けiPSC由来MSCの第3相試験結果を6月発表へ、急性

GVHD第2相も最終段階

#15 Fate Therapeutics、EULAR 2026でFT819/FT839のデータ発表：SLE患者で迅速かつ持続的な
改善と良好な安全性プロファイルを確認

#16 Made ScientificとPluristyxがiPSC開発・製造の統合提携を発表：次世代iPSC由来細胞療法の商
業化加速へ

#17 Sana Biotechnology、低免疫細胞療法とin vivo CAR T試験を年内開始、1年以内にデータ発表
予定



#18 Avaí Bioが抗老化細胞療法でGMPマイルストーン達成、Beam TherapeuticsはBEAM-302を迅
速承認目標、Sana Mayo Clinicと1型糖尿病で提携

#19 富士フイルムがライフサイエンス事業のリーダーシップ体制を刷新し、iPSC製造能力を4倍に拡

大する新施設を開設

#20 CRISPR Therapeutics、Casgevy承認で将来性示す：パイプライン多様化で遺伝子編集市場をリ
ード

#21 BlueRock Therapeutics、パーキンソン病iPSC由来細胞療法exPDite-2 Phase 3で患者登録を開
始、長期追跡データも間もなく公開

#22 Voyager Therapeutics、初のタウ標的遺伝子治療VY1706がFDA治験薬承認取得：アルツハイマ
ー病Phase 1開始へ

#23 Kelonia Therapeutics、BCMA標的in vivo CAR T療法KLN-1010のASCO Phase 1更新データで
多発性骨髄腫への有望性確認

#24 DelveInsightのCAR-Tパイプラインレポート: 180社以上が細胞療法イノベーションを牽引し、
市場は新たな変革期へ

#25 厚生労働省、カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物等の第二種使用等届出に関する再周知を発
表

#26 DelveInsightのパーキンソン病パイプライン分析：臨床・前臨床段階で240以上の治療法が進行
中

#27 Sana Biotechnology、6月の投資家会議でQ1決算とハイポイミューン細胞療法パイプラインの

進捗を発表



CRISPR Therapeutics、6月の投資家会議で遺伝子編集パ
イプラインの拡大を詳述：承認済Casgevyと複数疾患プロ
グラムに焦点

概要

CRISPR Therapeuticsは、2026年6月上旬に開催される主要な投資家会議で、その拡大

する遺伝子編集パイプラインについて詳述することを発表しました。同社は、鎌状赤
血球症と輸血依存性βサラセミアで既に承認されている遺伝子治療薬CASGEVY®の現状
と、心血管疾患、自己免疫疾患、腫瘍学、再生医療、希少疾患における新たなプログ

ラムの進展について議論する予定です。さらに、遺伝子編集の精度とスケーラビリテ
ィを向上させる独自のSyNTase™プラットフォームも紹介されます。これらの会議は、
投資家にとって、同社の技術的優位性と今後の市場戦略を深く理解する貴重な機会と

なります。

公開日 2026年05月28日  Market Chameleon  アメリカ



詳細

主要成果

CRISPR Therapeuticsは、2026年6月に開催される3つの主要な投資家会議（Jefferies

Global Healthcare Conference 、 William Blair Annual Growth Stock Conference 、
Goldman Sachs Global Healthcare Conference）において、同社の多岐にわたる遺伝子編
集パイプラインの現状と将来計画を発表します。特に、鎌状赤血球症および輸血依存性
βサラセミアに対する遺伝子編集治療薬CASGEVY®の市場導入状況と、心血管疾患、自
己免疫疾患、腫瘍学、再生医療分野における新規プログラムの進捗が注目されます。こ
れらの発表は、同社の技術的リーダーシップと商業的拡大戦略を投資家コミュニティに
示す重要な機会となります。

技術・臨床詳細

CRISPR Therapeuticsは、遺伝子編集技術のパイオニアとして、CASGEVY®の成功を足が
かりに、新たな疾患領域へとその応用を拡大しています。発表されるパイプラインに
は、疾患特異的な遺伝子標的化アプローチ、および細胞内・細胞外の両方で機能するin

vivo編集戦略が含まれます。特に、同社のSyNTase™プラットフォームは、これまで困難
とされてきた特定の遺伝子部位への高精度なターゲティングと、治療薬製造のスケーラ
ビリティ向上を実現する革新的な技術として期待されています。これにより、より多く
の患者に迅速かつ効率的に治療を届けられる可能性が示唆されています。

背景・業界文脈

遺伝子編集技術は、従来の治療法では対応できなかった遺伝性疾患や難病に対する根治
療法として、再生医療分野の最前線を走っています。CASGEVY®の承認は、この分野に
おける画期的なマイルストーンであり、CRISPR技術が臨床応用においてその有効性と安
全性を確立したことを示しています。CRISPR Therapeuticsの今後の戦略は、この成功を
他の疾患領域に横展開し、遺伝子編集技術の商業的可能性を最大限に引き出すことにあ
ります。特に、オフターゲット効果の低減と製造コストの最適化は、この技術の普及に
向けた重要な課題であり、SyNTase™プラットフォームがこれらの課題を解決する鍵と
なる可能性があります。



今後の展望

同社は、今後数年間でさらに多くのパイプライン製品を臨床開発に進め、多様な疾患に
対する治療オプションを提供することを目指しています。今回の投資家会議での発表
は、これらの戦略を具体的に示し、市場からのさらなる信頼と資金調達を促進するもの
です。遺伝子編集技術の進歩は、患者の生活の質を劇的に改善する可能性を秘めてお
り、CRISPR Therapeuticsは、この革新的な分野の主要な推進者としての役割を強化して
いくと見られます。

元記事: https://marketchameleon.com/articles/b/2026/5/28/crispr-therapeutics-gene-editing-pipeline-

investor-conferences-june-2026

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://marketchameleon.com/articles/b/2026/5/28/crispr-therapeutics-gene-editing-pipeline-investor-conferences-june-2026
https://marketchameleon.com/articles/b/2026/5/28/crispr-therapeutics-gene-editing-pipeline-investor-conferences-june-2026


EMAがOtarmeniの遺伝性難聴治療薬を審査、Lillyが
VERVE-102 Phase 2計画発表：細胞・遺伝子治療分野の規
制動向と臨床開発

概要

2026年5月28日の細胞・遺伝子治療分野の主要な進展が報告されました。Otarmeniの

遺伝性難聴治療薬がEMAの審査入りし、Lillyは心血管疾患治療薬VERVE-102の第2相臨
床試験計画を発表しました。また、A2 Bioが固形がんを標的としたCAR T細胞療法の初
期研究データを公開し、LRAとGenentechがループスCAR T細胞療法の研究に資金提供

すると発表しました。さらに、BioCardiaのCardiAMP CMIが慢性心筋虚血に対するオー
プンラベルデータを更新し、疾患領域の拡大と早期承認への期待が高まっています。

公開日 2026年05月28日  LucidQuest Ventures  アメリカ



詳細

主要成果

2026年5月28日時点で、細胞・遺伝子治療分野では複数の重要な進展が報告されまし
た。特に、Otarmeni社が遺伝性難聴に対する遺伝子治療薬で欧州医薬品庁（EMA）の審
査段階に入ったことは、希少疾患における遺伝子治療薬の規制承認への期待を高めるも
のです。同時に、Eli Lilly社は、心血管疾患を対象とした遺伝子編集治療薬VERVE-102の
第2相臨床試験計画を詳細に発表し、この広範な疾患領域における遺伝子編集アプロー
チの可能性を示しました。

技術・臨床詳細

Otarmeniの遺伝性難聴治療薬は、特定の遺伝子変異によって引き起こされる難聴の根治
療法を目指しており、EMAによる審査は、その革新性と臨床的有用性が評価されている
ことを示唆しています。VERVE-102は、動脈硬化性心血管疾患の原因となる特定の遺伝
子をCRISPR技術を用いて編集することにより、コレステロールレベルを恒久的に低下さ
せることを目指しています。第2相試験では、その安全性と有効性がさらに検証される
予定です。また、A2 Bioは固形がん向けCAR T細胞療法の初期データで腫瘍抑制効果を
示唆し、LRAとGenentechはループスCAR T研究に資金を提供することで、自己免疫疾患
へのCAR T応用を推進しています。BioCardiaのCardiAMP CMIは、慢性心筋虚血患者の
心機能改善を示すオープンラベルデータを提供しました。

背景・業界文脈

細胞・遺伝子治療は、従来の医薬品では治療困難であった疾患に対して、病因に直接ア
プローチすることで根治を目指す画期的な分野です。希少疾患から一般的な慢性疾患ま
で、その適用範囲は急速に拡大しており、世界中の規制当局がこれらの革新的な治療法
に対する承認プロセスを加速させています。今回の発表は、遺伝子編集技術の臨床応用
が多様化し、特に慢性疾患や広範な患者集団に対する治療オプションとしての期待が高
まっている現状を反映しています。



今後の展望

これらの進展は、細胞・遺伝子治療が臨床現場でより広く利用されるようになるための
重要なステップです。EMAによるOtarmeniの治療薬審査やLillyのVERVE-102の第2相試
験開始は、規制承認と大規模な臨床試験の成功が、これらの治療法の商業化と患者アク
セスの拡大に不可欠であることを示しています。今後、さらなる臨床試験の結果、製造
技術の確立、およびコスト削減が、これらの革新的な治療法が広く普及するための鍵と
なるでしょう。

元記事: https://www.lqventures.com/cell-and-gene-therapy-today-may-28-2026-lucidquest/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lqventures.com/cell-and-gene-therapy-today-may-28-2026-lucidquest/


Vyjuvekが英国MHRA承認、REGENXBIOのRGX-202が
Duchenne型筋ジストロフィーPhase 3で主要評価項目達
成

概要

2026年5月28日の最新情報として、ジストロフィー性表皮水疱症治療薬Vyjuvekが英国

MHRAの承認を取得しました。また、REGENXBIOのDuchenne型筋ジストロフィー向け
遺伝子治療薬RGX-202が、第3相臨床試験で主要評価項目を達成したと報告されまし
た。Beam TherapeuticsはATS 2026でAATD治療薬BEAM-302のデータを発表し、

RegeneronとParabilisは提携を発表しました。さらに、遺伝性難聴治療薬Otarmeniの
EMA受理や、パーキンソン病モデルにおけるTreeFrog TFG-001の前臨床データも注目
されています。

公開日 2026年05月28日  YouTube (Lucid Quest)  アメリカ



詳細

主要成果

2026年5月28日に公開されたGene and Cell Therapy Updateによると、ジストロフィー性
表皮水疱症（DEB）の治療薬Vyjuvekが英国医薬品・医療製品規制庁（MHRA）の承認を
取得したことが報じられました。これは、難治性皮膚疾患に対する初の遺伝子治療薬の
英国での上市を意味し、患者にとって大きな希望となります。また、REGENXBIOの
Duchenne型筋ジストロフィー（DMD）向け遺伝子治療薬RGX-202が、進行中の第3相臨
床試験で主要評価項目を達成したと発表され、DMD治療の新たな可能性が開かれまし
た。

技術・臨床詳細

Vyjuvekは、欠損しているVII型コラーゲン遺伝子を皮膚細胞に導入することで、DEB患
者の皮膚治癒を促進する局所適用型遺伝子治療薬です。英国MHRAの承認は、その安全
性と有効性が厳格な審査を経て認められたことを示しています。一方、RGX-202は、微
小ジストロフィン遺伝子を患者の筋細胞に送達するアデノ随伴ウイルス（AAV）ベース
の遺伝子治療薬であり、DMDの根本原因に対処することを目的としています。第3相試
験での主要評価項目達成は、その臨床的意義と患者アウトカム改善への期待を裏付ける
ものです。さらに、Beam TherapeuticsはATS 2026でAATDに対するBEAM-302の有望な
データを、TreeFrogはパーキンソン病モデルでTFG-001の前臨床データを発表しまし
た。

背景・業界文脈

遺伝子治療分野は、近年、画期的な進歩を遂げており、特に希少疾患や遺伝性疾患にお
いて、従来の治療法では不可能だった根治的アプローチを提供する可能性を秘めていま
す。Vyjuvekの承認は、米国FDAに続く主要市場での承認であり、世界的な普及に向けた
重要な一歩です。RGX-202の進展は、DMDという進行性の消耗性疾患に対する新たな治
療選択肢を提供し、患者とその家族に希望をもたらします。これらの動向は、規制当局
の理解と支援が深まっていることを示唆し、より多くの革新的な遺伝子治療薬が臨床現
場に届く道を開いています。



今後の展望

Vyjuvekの英国での上市は、DEB患者の生活の質を大きく向上させる可能性があり、他の
地域での承認も期待されます。RGX-202の成功は、DMD治療における遺伝子治療の役割
をさらに強化し、将来的な市場投入への期待が高まります。これらの治療法の普及に
は、製造能力の拡大、アクセス性の向上、および医療経済性の確立が課題となります
が、今回の進展は、細胞・遺伝子治療が次世代医療の主要な柱となることを明確に示し
ています。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=NPnmZlH4kAg

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=NPnmZlH4kAg


Fate Therapeutics、iPSC由来CAR T療法FT836のASCO
Phase 1データでKRASwt大腸がんの腫瘍縮小と良好な安
全性プロファイルを確認

概要

Fate Therapeuticsは、2026年米国臨床腫瘍学会（ASCO）年次総会で、iPSC由来のオフ

ザシェルフCAR T細胞療法FT836の第1相臨床試験予備データを発表しました。このデ
ータは、KRAS野生型転移性結腸直腸がん患者において、コンディショニング化学療法
なしで標的病変の有意な腫瘍縮小が認められ、良好な安全性プロファイルが示された

ことを示しています。FT836はMICA/B抗原を標的とし、腫瘍組織内で検出され、良好
なトラフィッキングと持続性を示しました。この成果は、既存治療が限られる難治性
固形がんに対する新たな治療アプローチとして、iPSC由来CAR T細胞療法の大きな可能

性を強調するものです。

公開日 2026年06月01日  GlobeNewswire (Fate Therapeutics Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

Fate Therapeuticsは、2026年米国臨床腫瘍学会（ASCO）年次総会において、進行性固
形がんを対象としたiPSC由来オフザシェルフCAR T細胞療法「FT836」の第1相臨床試験
に関する最新の予備データを発表しました。特筆すべきは、KRAS野生型転移性結腸直
腸がん患者において、コンディショニング化学療法を必要とせずに標的病変の有意な腫
瘍縮小が確認されたことです。FT836は、MICA/B抗原を標的とし、腫瘍組織内で実際に
検出され、良好な安全性プロファイルと共に有効性を示唆する結果となりました。

技術・臨床詳細

FT836は、多能性幹細胞（iPSC）から誘導されたユニバーサルドナー由来のCAR T細胞療
法であり、独自の「Sword & Shield™」技術を組み込んでいます。この技術は、宿主の
免疫反応を回避しつつ、腫瘍細胞を効率的に標的とする設計がなされています。発表さ
れたデータでは、複数ラインの前治療歴を持つKRASwt転移性結腸直腸がん患者におい
て、FT836が低用量から中用量で優れた忍容性を示し、コンディショニング化学療法な
しでの腫瘍反応が初めて示されました。特に、患者2名中1名で病変の最大47%の縮小が
確認され、FT836細胞は投与後28日目まで腫瘍微小環境に持続的に存在し、MICA/B陽性
腫瘍細胞に対する特異的な細胞傷害活性を示すことがin vitro研究でも裏付けられまし
た。

背景・業界文脈

転移性結腸直腸がんは予後不良であり、特にKRAS野生型であっても、既存の治療選択
肢には限界があります。従来の自家CAR T細胞療法は個別製造が必要で時間とコストが
かかる上に、リンパ球除去のための強力なコンディショニング化学療法が不可欠でし
た。FT836のようなiPSC由来のオフザシェルフ療法は、製造の標準化、迅速な供給、そ
してコンディショニング化学療法なしでの投与可能性という点で、再生医療の大きなブ
レークスルーとなり得ます。今回の結果は、固形がんにおけるiPSC由来CAR T細胞療法
の実現可能性を強力に支持するもので、業界にとって重要な前進です。



今後の展望

Fate Therapeuticsは、FT836の臨床開発を継続し、より大規模な患者コホートでの有効
性と安全性を検証していく計画です。コンディショニング化学療法なしで有効性を示せ
る可能性は、患者の負担軽減と治療へのアクセシビリティ向上に大きく寄与するため、
今後の進展が非常に期待されます。FT836は、進行性固形がん、特に難治性の転移性結
腸直腸がん患者に新たな希望をもたらす、画期的な治療薬となる可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/06/01/3304368/24675/en/fate-

therapeutics-showcases-clinical-data-for-ft836-at-the-american-society-of-cancer-oncology-annual-

meeting.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/06/01/3304368/24675/en/fate-therapeutics-showcases-clinical-data-for-ft836-at-the-american-society-of-cancer-oncology-annual-meeting.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/06/01/3304368/24675/en/fate-therapeutics-showcases-clinical-data-for-ft836-at-the-american-society-of-cancer-oncology-annual-meeting.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/06/01/3304368/24675/en/fate-therapeutics-showcases-clinical-data-for-ft836-at-the-american-society-of-cancer-oncology-annual-meeting.html


Intellia Therapeutics、遺伝性血管性浮腫治療薬lonvo-zの
第3相HAELO試験追加データをEAACI年次総会で発表へ

概要

Intellia Therapeuticsは、2026年6月12日から15日にイスタンブールで開催される欧州ア
レルギー・臨床免疫学会（EAACI）年次総会で、遺伝性血管性浮腫（HAE）に対する
CRISPRベースの遺伝子編集療法lonvo-z（lonvoguran ziclumeran）の第3相HAELO臨床

試験の追加データを発表することを公表しました。このデータは遅発性口頭発表セッ
ションで詳細に報告される予定で、グローバルな無作為化二重盲検プラセボ対照試験
の結果が含まれます。また、ヨーロッパにおけるHAE患者の治療負担に関するポスタ

ー発表も行われる予定です。

公開日 2026年06月01日  Quiver Quantitative  アメリカ



詳細

主要成果

Intellia Therapeuticsは、遺伝性血管性浮腫（HAE）を対象としたCRISPRベースの遺伝子
編集療法「lonvo-z（lonvoguran ziclumeran）」の第3相HAELO臨床試験における追加デ
ータを、2026年6月12日から15日に開催される欧州アレルギー・臨床免疫学会
（EAACI）年次総会で発表すると発表しました。この発表は遅発性口頭発表として行わ
れ、本治療薬の有効性および安全性プロファイルに関する詳細な情報が提供されること
が期待されます。

技術・臨床詳細

lonvo-zは、CRISPR/Cas9システムを用いて、遺伝性血管性浮腫の原因となるカリクレイ
ンの産生を恒久的に抑制するよう設計されたin vivo遺伝子編集療法です。第3相HAELO

試験は、HAE患者におけるlonvo-zの有効性と安全性を評価するグローバルな無作為化二
重盲検プラセボ対照試験であり、単回投与でカリクレインレベルを恒久的に低下させ、
HAE発作を予防することを目指しています。これまでの予備データでは有望な結果が示
されており、今回の追加データ発表は、この革新的な治療法がHAE患者の生活の質をど
のように改善できるかについての重要な洞察を提供するでしょう。また、付随するポス
ター発表では、ヨーロッパにおけるHAE患者の日常生活における負担についても議論さ
れ、疾患の全体像が提示されます。

背景・業界文脈

遺伝性血管性浮腫は、遺伝子変異によって引き起こされる稀な疾患であり、予測不可能
な浮腫発作を特徴とし、患者の生活に大きな影響を与えます。現在の治療法は主に症状
管理に焦点を当てていますが、lonvo-zのようなin vivo遺伝子編集療法は、疾患の根本原
因に対処することで「機能的治癒」を提供する可能性を秘めています。 Intellia

Therapeuticsは、この分野のパイオニアとして、以前にもHAE治療薬の肯定的なトップ
ラインデータを報告しており、規制当局からの迅速な承認指定も受けています。今回の
発表は、HAE治療のパラダイムシフトを推進する上で極めて重要なステップとなりま
す。



今後の展望

EAACI年次総会での詳細データの発表は、lonvo-zの将来的な規制当局への申請と市場導
入に向けた重要なマイルストーンとなります。HAE患者にとって、単回投与で持続的な
効果が期待できる治療選択肢は、大きな未充足ニーズを満たすものです。この治療法が
成功すれば、HAE患者の生活の質を劇的に向上させるだけでなく、他の遺伝性疾患に対
するin vivo遺伝子編集療法の開発にも道を開くことになります。投資家や医療関係者
は、この革新的なアプローチのさらなる進展に大きな期待を寄せています。

元記事:

https://www.quiverquant.com/news/Intellia+Therapeutics+to+Present+Phase+3+HAELO+Trial+Data+for+Lon

z+at+EAACI+Annual+Congress+2026

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quiverquant.com/news/Intellia+Therapeutics+to+Present+Phase+3+HAELO+Trial+Data+for+Lonvo-z+at+EAACI+Annual+Congress+2026
https://www.quiverquant.com/news/Intellia+Therapeutics+to+Present+Phase+3+HAELO+Trial+Data+for+Lonvo-z+at+EAACI+Annual+Congress+2026


CRISPR Therapeuticsコールオプションに高取引高、市場
の遺伝子編集パイプラインへの信頼を反映

概要

2026年6月4日の市場動向として、CRISPR Therapeutics (NASDAQ:CRSP) のコールオプ
ションに高い取引高が観測され、投資家からの同社に対する強い関心が示されまし
た。この活発な取引は、同社の革新的な遺伝子編集パイプラインと、特にCasgevy®の

承認後の市場でのポジショニングに対する、アナリストや投資家の継続的な信頼を反
映しています。最近のアナリストによる評価と目標株価の更新も、CRISPR

Therapeuticsの将来的な成長への期待を裏付けています。

公開日 2026年06月04日  MarketBeat  アメリカ



詳細

主要成果

2026年6月4日、CRISPR Therapeutics (NASDAQ:CRSP) のコールオプションにおいて顕著
な高取引高が記録されました。これは、遺伝子編集技術のパイオニアである同社に対
し、市場が強い関心と肯定的な見通しを抱いていることを明確に示しています。この動
きは、最近のアナリストによる価格目標の引き上げやポジティブな評価レポートと一致
しており、投資家の間でCRISPR Therapeuticsの将来の成長と技術革新への信頼が深まっ
ていることを裏付けています。

技術・臨床詳細

CRISPR Therapeuticsは、鎌状赤血球症および輸血依存性βサラセミアを対象とした遺伝
子編集治療薬Casgevy®（exagamglogene autotemcel）の成功的な商業化により、遺伝
子医療分野におけるリーダーシップを確立しています。市場の関心の高さは、単に
Casgevy®の現状だけでなく、同社の広範なパイプラインが評価されていることに起因
します。これには、心血管疾患、自己免疫疾患、がん、および他の希少疾患に対する先
進的な遺伝子編集プログラムが含まれており、これらは革新的なCRISPR技術を活用し
て、疾患の根本原因に対処することを目指しています。

背景・業界文脈

遺伝子編集分野は、画期的な科学的発見と臨床的成功により、急速に進化しています。
Casgevy®の承認は、CRISPR技術が遺伝性疾患に対する根治的治療法を提供できること
を証明するものであり、この分野への投資家の関心をさらに高めています。大規模なコ
ールオプション取引は、市場参加者が、同社がこの成長市場において重要な役割を果た
すと期待していることを示唆しています。これは、バイオテクノロジー企業が、科学的
成果を商業的成功に結びつける上で、技術革新と強固なパイプラインが不可欠であるこ
とを再確認するものです。



今後の展望

CRISPR Therapeuticsは、Casgevy®の販売拡大と、開発中のパイプライン製品の臨床進
展を通じて、さらなる成長を目指しています。特に、今後の臨床試験データや規制当局
の決定は、同社の評価に大きな影響を与えるでしょう。市場の継続的な監視とアナリス
トの肯定的な見通しは、同社が遺伝子医療のフロンティアで重要な地位を維持し、長期
的な価値を創造する可能性が高いことを示唆しています。投資家にとって、CRISPR

Therapeuticsは、その革新的な技術と成長潜在力から、引き続き魅力的な投資対象であ
り続けると考えられます。

元記事: https://www.marketbeat.com/instant-alerts/stock-traders-buy-high-volume-of-crispr-

therapeutics-call-options-nasdaqcrsp-2026-06-04/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketbeat.com/instant-alerts/stock-traders-buy-high-volume-of-crispr-therapeutics-call-options-nasdaqcrsp-2026-06-04/
https://www.marketbeat.com/instant-alerts/stock-traders-buy-high-volume-of-crispr-therapeutics-call-options-nasdaqcrsp-2026-06-04/


Beam Therapeutics、Triangle Business Journalの2026年
ライフサイエンス賞受賞、株価も上昇で市場の期待高まる

概要

Beam Therapeuticsは、Triangle Business Journalの2026年ライフサイエンス賞を受賞
し、同社の革新性が高く評価されました。この受賞に加え、同社の株価は2.04%上昇
し、市場からのポジティブな反応を示しています。テクニカル分析では、最近の市場

の引き戻し期間後、さらなる上昇の可能性が示唆されており、ベース編集技術をリー
ドする同社への投資家の期待が高まっています。この動きは、同社の技術パイプライ
ン、特に遺伝子編集治療薬の開発進展に対する市場の信頼を反映していると考えられ

ます。

公開日 2026年06月04日  Traders Union  アメリカ



詳細

主要成果

Beam Therapeuticsは、2026年6月4日にTriangle Business Journalから名誉ある2026年ラ
イフサイエンス賞を受賞し、その革新的な科学的貢献が広く認められました。この受賞
に加えて、同社の株価（NASDAQ:BEAM）は2.04%の上昇を記録し、市場からの強いポ
ジティブな反応を明確に示しました。この株価上昇は、ベース編集技術のリーダーとし
ての同社の地位と、将来の成長への期待を反映していると見られています。

技術・臨床詳細

Beam Therapeuticsは、DNAの塩基を直接、可逆的に編集する「ベース編集」技術のパ
イオニアです。この技術は、従来のCRISPR/Cas9システムでは困難であった単一塩基変
異に特異的にアプローチできるため、より広範な遺伝性疾患の治療に革命をもたらす可
能性があります。同社のパイプラインには、鎌状赤血球症、α1-アンチトリプシン欠損
症（AATD）などの疾患を対象とした複数の治療候補が含まれており、特にAATD向け
BEAM-302は、早期臨床データで有望な結果を示し、FDAの迅速承認経路を目指してい
ます。

背景・業界文脈

遺伝子編集分野は、医療における最も有望な領域の一つであり、Beam Therapeuticsは
ベース編集技術で独自のニッチを確立しています。今回の受賞は、同社がライフサイエ
ンス分野で最も影響力のある企業の一つとして認識されていることを示唆しています。
また、株価の反応は、投資家が同社の技術プラットフォームの長期的な潜在力と、開発
中の治療薬の商業的成功に強い信頼を置いていることを裏付けています。このような市
場のポジティブな評価は、新規バイオテクノロジー企業が画期的な技術を臨床応用へと
進める上で極めて重要です。



今後の展望

Beam Therapeuticsは、受賞と株価上昇の勢いを背景に、主要パイプライン製品の臨床
開発を加速させることが期待されます。特に、BEAM-302の迅速承認に向けた進展や、
他のプログラムの早期臨床試験結果が、今後の同社の成長を牽引する主要なドライバー
となるでしょう。同社は、ベース編集技術をさらに多様な疾患に応用し、未充足医療ニ
ーズの高い患者群に革新的な治療法を提供することで、遺伝子医療の未来を形作る重要
な役割を果たすことが期待されています。

元記事: https://tradersunion.com/news/companies/show/2240343-beam-therapeutics-rises-2-

04percent-today/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://tradersunion.com/news/companies/show/2240343-beam-therapeutics-rises-2-04percent-today/
https://tradersunion.com/news/companies/show/2240343-beam-therapeutics-rises-2-04percent-today/


CRISPR遺伝子編集活用：初のリーシュマニア症ワクチン
がFDA治験薬承認、第1相臨床試験へ

概要

オハイオ州立大学の研究者らが開発した初のリーシュマニア症ワクチンが、FDAから
治験新薬（IND）申請の承認を受け、第1相臨床試験を開始する予定です。この革新的
なワクチンは、CRISPR遺伝子編集技術を用いてリーシュマニア原虫を遺伝子改変し、

免疫応答を誘導するよう設計されています。IND承認は、健康な被験者を対象とした
初期安全性試験への道を開き、寄生虫感染症に対する新たな予防戦略の可能性を示唆
します。これは、CRISPR技術が感染症対策にも応用され始めた重要なマイルストーン

です。

公開日 2026年06月02日  Ohio State News  アメリカ



詳細

主要成果

CRISPR遺伝子編集技術を応用して開発された世界初のリーシュマニア症ワクチンが、米
国食品医薬品局（FDA）から治験新薬（IND）申請の承認を取得しました。これによ
り、同ワクチンは健康な被験者を対象とした第1相臨床試験へと進むことが可能となり
ます。この画期的な進展は、これまで治療が困難であったリーシュマニア症に対する新
たな予防戦略の可能性を拓くものです。

技術・臨床詳細

この新型ワクチンは、リーシュマニア原虫自体の遺伝子をCRISPR技術を用いて改変する
というユニークなアプローチを採用しています。具体的には、原虫の特定の遺伝子を編
集することで、その病原性を減弱させつつ、強力な免疫応答を誘発する能力を維持させ
ます。これにより、生きた弱毒化ワクチンとして機能し、宿主の免疫系に長期的な防御
を構築させることが期待されています。第1相臨床試験では、少数の健康なボランティ
アを対象に、ワクチンの安全性と忍容性、および初期の免疫応答が評価されます。

背景・業界文脈

リーシュマニア症は、サシチョウバエによって媒介される寄生虫感染症で、世界中で年
間数万人が罹患し、適切な治療がなければ致死率が高い疾患です。既存の治療薬は副作
用が強く、耐性株の出現も問題となっています。そのため、効果的なワクチン開発は長
年の課題でした。CRISPR技術は、その高い遺伝子編集精度と汎用性から、がん治療や遺
伝性疾患治療で注目されてきましたが、今回のリーシュマニア症ワクチンへの応用は、
感染症対策におけるCRISPRの新たな可能性を示すものです。

今後の展望

このCRISPR編集ワクチンが第1相臨床試験で良好な結果を示せば、リーシュマニア症の
予防に革命をもたらす可能性があります。さらに、この成功は、マラリアやトキソプラ
ズマ症など、他の寄生虫性疾患に対する遺伝子編集ワクチンの開発にも道を開くでしょ
う。感染症領域におけるCRISPR技術の活用は、従来のワクチン開発手法に比べて迅速か
つ効率的である可能性を秘めており、公衆衛生の改善に大きく貢献することが期待され
ます。今後の臨床開発の進展が、世界中の研究者や医療関係者から注目されています。



元記事: https://news.osu.edu/phase-1-clinical-trial-set-to-begin-on-first-leishmaniasis-vaccine/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.osu.edu/phase-1-clinical-trial-set-to-begin-on-first-leishmaniasis-vaccine/


日本、BioCardiaのCardiAMP心不全細胞療法承認へ前
進：PMDAが規制申請支持の協議記録発行

概要

日本がBioCardia社の虚血性心不全（HFrEF）に対するCardiAMP細胞療法の承認に一歩
近づきました。日本の医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、同治療法の将来的な規
制当局への提出を支持する協議記録を発行しました。この動きは、日本の規制当局

が、心臓病、特にHFrEFのような深刻な状態に対する再生医療アプローチに対して、肯
定的な姿勢を示していることを意味します。この細胞療法は、患者自身の骨髄細胞を
利用するもので、画期的な再生医療製品として注目されています。

公開日 2026年06月04日  Longevity.Technology  日本



詳細

主要成果

日本は、BioCardia社が開発する虚血性心不全（HFrEF）治療用のCardiAMP細胞療法の承
認に向けて、重要な進展を遂げました。日本の医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、
BioCardia社に対して、同治療法の将来的な規制当局への提出を支持する協議記録
（Consultation Record）を発行しました。これは、日本の規制当局が心臓病に対する革
新的な再生医療アプローチを積極的に評価し、患者への提供に前向きな姿勢を示してい
ることを意味します。

技術・臨床詳細

CardiAMP細胞療法は、患者自身の骨髄由来幹細胞を用いて心臓組織を修復・再生する
ことを目指す、自家細胞治療です。特に、虚血性心不全の中でも駆出率が低下した
HFrEF患者を対象としており、心機能の改善、心臓のリモデリング、症状の軽減が期待
されています。PMDAの協議記録には、CardiAMPの臨床データが日本の承認基準を満た
し得るという肯定的な見解が示されており、これまでの臨床試験での安全性プロファイ
ルと有効性に関するデータが評価されたものとみられます。この治療法は、心筋梗塞後
の瘢痕組織に対して、自己細胞が持つ自然治癒力を活用することでアプローチします。

背景・業界文脈

心不全は、日本を含む世界中で患者数が増加している主要な公衆衛生上の課題であり、
特にHFrEFは予後不良で治療選択肢が限られています。日本は、再生医療製品の迅速な
承認を可能にする「条件付き早期承認制度」を導入するなど、この分野のイノベーショ
ンを積極的に支援する規制環境を整備してきました。今回のPMDAの協議記録は、この
日本の再生医療推進政策が具体的に機能している一例であり、海外の先進的な細胞療法
が日本市場に導入されるための道を開くものです。これにより、難治性疾患に苦しむ日
本の患者にとって、新たな治療選択肢へのアクセスが加速されることが期待されます。



今後の展望

PMDAからの肯定的な協議記録を受けて、BioCardiaは日本での規制当局への申請準備を
加速させるでしょう。承認が得られれば、CardiAMP細胞療法は、日本の心不全患者に
革新的な治療法を提供するだけでなく、世界の再生医療市場における日本の地位をさら
に高めることになります。今後の臨床データの最終化と規制申請の進展が、この画期的
な心臓細胞療法が広く普及するための鍵となるでしょう。投資家や医療従事者は、この
治療法が日本の心不全治療に与える影響について大きな期待を寄せています。

元記事: https://longevity.technology/news/japan-moves-closer-to-approving-biocardia-heart-failure-

therapy/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://longevity.technology/news/japan-moves-closer-to-approving-biocardia-heart-failure-therapy/
https://longevity.technology/news/japan-moves-closer-to-approving-biocardia-heart-failure-therapy/


REPROCELL、AI設計CRISPRによる低免疫性iPSC技術を発
表：オフザシェルフ細胞療法開発を加速

概要

REPROCELLは、AI設計CRISPRと最適化されたワークフローを組み合わせたStemEditプ
ラットフォームにより、iPS細胞（iPSC）において高い遺伝子編集効率とオフターゲッ
ト活性の低減を実現したと発表しました。この革新的な技術は、宿主の免疫拒絶を回

避する「低免疫性iPSC」の開発に不可欠であり、オフザシェルフ型細胞療法の実用化
を大きく加速させます。StemEditプラットフォームは、編集後もiPSCの多能性とゲノ
ム安定性を維持する能力を有しており、より安全で汎用性の高い細胞治療薬の供給を

可能にします。

公開日 2026年06月04日  REPROCELL  日本



詳細

主要成果

REPROCELLは、同社のStemEditプラットフォームが、AI設計CRISPR遺伝子編集技術と最
適化されたワークフローを組み合わせることで、誘導多能性幹細胞（iPSC）の遺伝子編
集において、従来の技術を凌駕する高い効率性と顕著なオフターゲット活性の低減を実
現したと発表しました。このブレークスルーは、免疫拒絶反応を抑制できる「低免疫性
iPSC」を開発し、多様な患者に適用可能なオフザシェルフ型細胞療法の実用化を大幅に
加速させる上で極めて重要な意味を持ちます。

技術・臨床詳細

StemEditプラットフォームは、AIアルゴリズムを用いてCRISPRガイドRNAを設計し、特
定の遺伝子標的への高い結合特異性と最小限のオフターゲット効果を確保します。
REPROCELLの研究者らは、このプラットフォームがiPSCのゲノム編集後もその多能性
（体のあらゆる細胞種に分化する能力）とゲノムの安定性（遺伝子情報の完全性）を維
持できることを実証しました。特に、主要組織適合性複合体（MHC）遺伝子の編集によ
り、iPSCから分化させた細胞が宿主の免疫系に認識されにくくなる「低免疫化」戦略が
成功しました。これにより、患者ごとにドナー細胞を準備する手間とコストを削減し、
迅速かつ広範な治療を可能にします。

背景・業界文脈

iPSC由来細胞療法は、パーキンソン病、糖尿病、心疾患など、多くの難治性疾患に対す
る治療法として大きな期待が寄せられています。しかし、自家細胞を用いる場合はコス
トと製造期間が課題となり、他家細胞を用いる場合は免疫拒絶反応が大きな障壁となっ
ていました。低免疫性iPSC技術は、この免疫拒絶の問題を根本的に解決するアプローチ
として、再生医療分野における「ユニバーサルドナー細胞」の実現を可能にします。AI

とCRISPRの融合は、遺伝子編集の精度と効率を飛躍的に向上させ、再生医療の商業化と
普及に向けた重要な技術的マイルストーンを確立しました。



今後の展望

REPROCELLのStemEditプラットフォームは、低免疫性iPSCの開発を加速し、より安全で
効果的なオフザシェルフ細胞治療製品の臨床応用への道を切り開きます。この技術は、
再生医療製品の製造コストを削減し、治療へのアクセスを向上させることで、最終的に
多くの患者に利益をもたらすことが期待されます。今後、このプラットフォームから生
まれた低免疫性iPSCを用いた細胞治療薬が、様々な疾患領域で臨床試験へと進み、新た
な治療選択肢として確立されることが強く期待されています。AIとCRISPRの統合は、再
生医療の未来を大きく変える可能性を秘めています。

元記事: https://www.reprocell.com/blog/ai-designed-crispr-enables-hypoimmune-ipsc-engineering-for-

off-the-shelf-cell-therapy

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reprocell.com/blog/ai-designed-crispr-enables-hypoimmune-ipsc-engineering-for-off-the-shelf-cell-therapy
https://www.reprocell.com/blog/ai-designed-crispr-enables-hypoimmune-ipsc-engineering-for-off-the-shelf-cell-therapy


Century Therapeutics、1型糖尿病向けiPSC由来CNTY-
813（Allo-Evasion™ 5.0搭載）をADA 86th Scientific
Sessionsで発表へ

概要

Century Therapeuticsは、2026年6月5日に開催される米国糖尿病協会（ADA）第86回学

術セッションで、1型糖尿病を対象とした革新的なiPSC由来膵島細胞置換療法「CNTY-

813」に関する口頭発表を行う予定です。この治療法は、免疫拒絶を回避するために同
社独自のAllo-Evasion™ 5.0技術を組み込んでおり、オフザシェルフ型細胞治療薬とし

ての可能性を強調します。今回の発表は、1型糖尿病患者に長期的な治療ソリューショ
ンを提供するというCentury Therapeuticsのコミットメントを示すものであり、今後の
臨床開発と市場導入への期待を高めます。

公開日 2026年06月04日  Benzinga  アメリカ



詳細

主要成果

Century Therapeuticsは、2026年6月5日に開催される米国糖尿病協会（ADA）第86回学
術セッションにおいて、1型糖尿病の治療を目的とした画期的なiPSC由来膵島細胞置換
療法「CNTY-813」に関する重要な口頭発表を行うことを発表しました。この発表で
は、同社が開発した独自のAllo-Evasion™ 5.0技術が組み込まれ、免疫拒絶反応を効果的
に回避するよう設計されたCNTY-813の先進性が強調されます。この技術は、オフザシ
ェルフ型の細胞治療薬としてのCNTY-813の可能性を大きく広げるものです。

技術・臨床詳細

CNTY-813は、誘導多能性幹細胞（iPSC）から分化させた膵島細胞を用いて、1型糖尿病
患者の失われたインスリン産生機能を回復させることを目指しています。この治療法の
鍵となるのは、Century TherapeuticsのAllo-Evasion™ 5.0プラットフォームです。これ
は、主要組織適合性複合体（MHC）遺伝子の改変や、免疫チェックポイント分子の導入
など、複数の遺伝子編集戦略を組み合わせることで、ドナー細胞が宿主の免疫系に攻撃
されるのを防ぎます。これにより、免疫抑制剤を最小限に抑えるか、あるいは完全に排
除して、長期的な細胞生着と機能維持を可能にすることが期待されています。このオフ
ザシェルフアプローチは、患者一人ひとりに合わせた製造の必要をなくし、治療のアク
セスとスケーラビリティを向上させます。

背景・業界文脈

1型糖尿病は、自己免疫により膵臓のインスリン産生細胞が破壊される慢性疾患で、患
者は生涯にわたるインスリン補充療法を必要とします。既存の膵島移植は効果的です
が、ドナー不足と免疫抑制剤の生涯にわたる服用が課題でした。iPSC由来膵島細胞療法
は、このドナー不足を解消する解決策として期待されていますが、免疫拒絶反応が依然
として大きなハードルです。Century TherapeuticsのAllo-Evasion™ 5.0技術は、この免疫
拒絶の問題を解決するための最先端アプローチであり、1型糖尿病治療に革命をもたら
す可能性を秘めています。これは、再生医療分野におけるユニバーサルドナー細胞療法
の実現に向けた重要な一歩となります。



今後の展望

ADA学術セッションでのCNTY-813の発表は、科学コミュニティおよび投資家にとって
大きな注目点となるでしょう。もし、Allo-Evasion™ 5.0技術が臨床的に成功裏に機能す
ることが示されれば、CNTY-813は1型糖尿病患者に対する新たな標準治療となる可能性
があります。Century Therapeuticsは、この画期的な治療法を臨床試験へと加速させ、
最終的には多くの患者にインスリン依存から解放されるという希望を提供することを目
指しています。この進展は、iPSC由来細胞治療が持つ広範な可能性を示すものであり、
再生医療の将来に大きな影響を与えることでしょう。

元記事: https://www.benzinga.com/quote/IPSC/events

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.benzinga.com/quote/IPSC/events


FDA、細胞・遺伝子療法の開発加速に向けた新たなドラフ
トガイダンスを発表：事前知識活用で効率化を促進

概要

FDAは、2026年6月2日に細胞および遺伝子療法の開発加速を目的とした新たなドラフ
トガイダンスを発表しました。このガイダンスは、特に重篤または希少疾患を対象と
した治療法において、スポンサーが「事前知識」を効果的に活用することを奨励して

います。これにより、化学・製造・品質管理（CMC）、非臨床、臨床開発の各段階で
重複する試験を削減し、開発プロセス全体を合理化することが期待されます。この措
置は、画期的な治療法を迅速に患者に届けるためのFDAのコミットメントを示すもの

です。

公開日 2026年06月02日  FDA Press Announcements  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は2026年6月2日、細胞および遺伝子療法の開発を加速させる
ための新たなドラフトガイダンスを発表しました。このガイダンスは、特に未充足医療
ニーズの高い重篤な疾患や希少疾患を対象とした治療法において、スポンサーが「事前
知識（Prior Knowledge）」を戦略的に活用することを奨励するものです。これによ
り、研究開発の各段階における重複試験を削減し、承認プロセス全体の効率化を図るこ
とが期待されています。

技術・臨床詳細

「事前知識」とは、過去の経験やデータ、またはプラットフォーム技術に関する包括的
な科学的情報を指します。新ガイダンスは、具体的に以下の分野での事前知識の適用を
推奨しています。

化学・製造・品質管理（CMC）： 類似製品やプラットフォーム技術から得られた製
造プロセス、品質試験、安定性に関するデータ。

非臨床開発： 類似の遺伝子治療ベクターや細胞製品の安全性・毒性プロファイルに
関する既知の情報。

臨床開発： 類似の作用機序を持つ治療法や、同種の疾患に対する過去の臨床試験デ
ータ。

このアプローチにより、個々の開発プログラムでゼロからデータを生成する必要が減
り、開発期間の短縮とコスト削減に繋がると考えられています。

背景・業界文脈

細胞および遺伝子治療は、従来の医薬品では不可能だった治療効果をもたらす可能性を
秘めていますが、その複雑性ゆえに開発プロセスは長く、高コストになる傾向がありま
す。FDAは、患者への迅速なアクセスを確保するため、再生医療先進治療（RMAT）指
定などの迅速承認制度を導入してきました。今回のドラフトガイダンスは、これらの既
存の枠組みを補完し、企業が蓄積した科学的知見やプラットフォーム技術の経験をより
積極的に活用できる環境を整備することで、イノベーションをさらに推進しようとする
ものです。これは、規制当局が科学的厳密性と効率性のバランスを取りながら、新興技
術の発展を支援する姿勢を示しています。



今後の展望

このドラフトガイダンスは、業界からのパブリックコメント期間を経て最終化されま
す。企業は、このガイダンスを活用することで、開発戦略を最適化し、特に希少疾患に
対する治療法をより迅速に市場に投入できるようになるでしょう。これは、細胞・遺伝
子治療分野全体の発展を促進し、より多くの患者が画期的な治療法にアクセスできるよ
うになるための重要な一歩となります。FDAのこの取り組みは、バイオ医薬品開発にお
ける効率性とイノベーションの促進に対する、規制当局の世界的な動向にも影響を与え
る可能性があります。

元記事: https://www.fda.gov/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/


Intellia Therapeutics、HAE治療薬Lonvo-ZとATTRアミロ
イドーシス治療薬Nex-Zで着実な進展：FDAがNex-Zの臨
床保留解除

概要

Intellia Therapeuticsは、遺伝性血管性浮腫（HAE）に対するLonvo-ZとATTRアミロイド

ーシスに対するNex-Zの臨床開発において着実な進展を遂げています。特に、Lonvo-Z

の第3相HAELO試験から肯定的なデータが報告され、Nex-Zの第3相試験に対するFDAの
臨床保留が解除されたことは、同社のパイプラインの成功を強調しています。この記

事では、これらのin vivo CRISPR薬が提供する「機能的治癒」の可能性、同社の強固な
財務状況、そして今後予想される歴史的な商業承認が詳細に分析されています。

公開日 2026年05月31日  Seeking Alpha  アメリカ



詳細

主要成果

Intellia Therapeuticsは、遺伝性血管性浮腫（HAE）治療薬Lonvo-Zとトランスサイレチ
ン型アミロイドーシス（ATTRアミロイドーシス）治療薬Nex-Zの臨床開発において、重
要なマイルストーンを達成し、着実な進展を見せています。特に、Lonvo-Zの第3相
HAELO試験から肯定的なデータが報告され、Nex-Zの第3相試験に対するFDAの臨床保留
が解除されたことは、同社のパイプラインの強力な勢いを裏付けています。これによ
り、両治療薬が疾患の「機能的治癒」を提供する可能性が高まっています。

技術・臨床詳細

Lonvo-Zは、CRISPR/Cas9システムを用いて、HAEの原因となるカリクレイン遺伝子の発
現をin vivoで恒久的に抑制することを目指す単回投与の遺伝子編集療法です。第3相
HAELO試験の肯定的なデータは、HAE発作の頻度と重症度を大幅に減少させるその能力
を実証しており、患者の生活の質を劇的に改善する可能性を示唆しています。一方、
Nex-Zは、ATTRアミロイドーシスの原因となる変異型または野生型トランスサイレチン
（TTR）遺伝子の発現をin vivoでノックダウンすることを目指しています。FDAによる
Nex-Zの臨床保留解除は、安全性に関する懸念が解消され、開発が再び加速する道を開
いたことを意味します。この進展は、同社の肝臓標的型in vivo CRISPRプラットフォー
ムの堅牢性を強調するものです。

背景・業界文脈

Intellia Therapeuticsは、in vivo CRISPR遺伝子編集技術のリーダーとして、この分野の最
前線に立っています。HAEやATTRアミロイドーシスといった疾患は、既存の治療法では
病態進行を十分に抑制できない、あるいは生涯にわたる治療が必要となる未充足医療ニ
ーズの高い領域です。Intelliaのin vivoアプローチは、病気の根本原因を遺伝子レベルで
修正することで、生涯にわたる機能的治癒を提供する可能性があり、これが投資家の大
きな関心を集めています。同社の強固な財務状況（約10億ドルの現金残高）は、これら
の高価なR&Dプログラムを推進する上での安定性を提供しています。



今後の展望

Lonvo-Zは、HAEに対する治療選択肢として、歴史的な商業承認に近づいています。承
認されれば、単回投与で持続的な効果を発揮する初のin vivo CRISPR療法の一つとなる
可能性があります。Nex-Zの臨床試験再開は、ATTRアミロイドーシスという別の重篤な
疾患に対する強力な治療選択肢としてのその潜在力をさらに探求することを可能にしま
す。これらの成功は、Intelliaのプラットフォーム技術が他の疾患領域（例えば肝臓疾患
や神経変性疾患）にも応用される可能性を示しており、遺伝子医療の未来を形作る上で
同社が中心的な役割を果たすことを確固たるものにするでしょう。投資家は、これらの
進展がもたらす長期的な価値創造に大きな期待を寄せています。

元記事: https://seekingalpha.com/article/4910365-intellia-therapeutics-steady-progress-historic-

commercial-approval-in-sight

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://seekingalpha.com/article/4910365-intellia-therapeutics-steady-progress-historic-commercial-approval-in-sight
https://seekingalpha.com/article/4910365-intellia-therapeutics-steady-progress-historic-commercial-approval-in-sight


Cynata Therapeutics、変形性膝関節症向けiPSC由来MSC
の第3相試験結果を6月発表へ、急性GVHD第2相も最終段
階

概要

Cynata Therapeuticsは、間もなくiPSC由来間葉系幹細胞（iPSC-MSC）を用いた変形性

膝関節症（KOA）に対する第3相臨床試験「STOP-OA」の結果を発表します。KOA試験
のデータベースは既にロックされ、データ解析が進行中で、2026年6月にトップライ
ンデータが公表される予定です。また、急性GVHDに対する第2相試験「MSC-

GEMINI」も最終段階にあり、6月または7月に結果が発表される見込みです。これらの
試験結果は、Cynataの幹細胞プラットフォームが持つ広範な臨床的価値を裏付けるも
のとなるでしょう。

公開日 2026年05月28日  Regen Report  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアのバイオテクノロジー企業Cynata Therapeuticsは、誘導多能性幹細胞
（iPSC）由来の間葉系幹細胞（MSC）である「Cymerus™」を用いた変形性膝関節症
（KOA）に対する第3相臨床試験「STOP-OA」のトップラインデータを、2026年6月中に
発表する予定です。このマイルストーンは、同社のiPSC由来MSCプラットフォームの商
業化に向けた重要な一歩となります。また、急性移植片対宿主病（aGVHD）を対象とし
た第2相試験「MSC-GEMINI」も最終段階にあり、6月または7月に結果が公表される見
込みです。

技術・臨床詳細

CynataのCymerus™プラットフォームは、単一のiPSC株から無限にMSCを生成できると
いうユニークな特性を持ち、大規模かつ標準化されたMSCの供給を可能にします。KOA
を対象としたSTOP-OA試験は、中等度から重度のKOA患者を対象に、膝関節内投与にお
けるCymerus™の安全性と有効性を評価するものです。データがロックされ、現在解析
が進められていることから、詳細な治療効果、痛みの軽減、関節機能の改善に関する客
観的な数値が期待されます。一方、MSC-GEMINI試験は、 aGVHD患者における
Cymerus™の有効性を評価するもので、予備データでは良好な安全性と有望な奏効率が
示唆されています。

背景・業界文脈

KOAは、世界中で数億人が罹患する消耗性疾患であり、既存の治療法では病態の進行を
遅らせることができても、軟骨再生や機能回復には限界があります。MSC療法は、その
抗炎症作用、免疫調節作用、および組織修復能力から、KOAの新たな治療選択肢として
大きな期待が寄せられています。CynataのiPSC由来MSCは、従来の骨髄由来MSCと比較
して、品質の一貫性、製造のスケーラビリティ、および倫理的側面で優位性を持つ可能
性があります。aGVHDもまた、造血幹細胞移植後の致死的な合併症であり、有効な治療
法が限られているため、MSC-GEMINIの結果も医療現場に大きな影響を与える可能性が
あります。



今後の展望

STOP-OA試験の第3相結果は、iPSC由来MSCがKOAの標準治療を変革する可能性を秘め
ているかどうかの決定的な証拠を提供します。もし肯定的な結果が得られれば、Cynata

は迅速に規制当局への承認申請を進めることが可能となり、市場に新しい治療オプショ
ンを導入する道が開かれます。MSC-GEMINI試験の結果と合わせて、これらのデータは
CynataのCymerus™プラットフォームの幅広い応用可能性と商業的潜在力を確立する上
で極めて重要です。投資家および医療関係者は、これらの発表が再生医療分野に与える
影響について、大きな期待を持って注目しています。

元記事: https://theregenreport.com/2026/05/27/ipsc-race-heating-up-cynata-to-report-phase-3-ipsc-

derived-mesenchymal-stem-cell-for-knee-osteoarthritis-soon/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://theregenreport.com/2026/05/27/ipsc-race-heating-up-cynata-to-report-phase-3-ipsc-derived-mesenchymal-stem-cell-for-knee-osteoarthritis-soon/
https://theregenreport.com/2026/05/27/ipsc-race-heating-up-cynata-to-report-phase-3-ipsc-derived-mesenchymal-stem-cell-for-knee-osteoarthritis-soon/


Fate Therapeutics、EULAR 2026でFT819/FT839のデータ
発表：SLE患者で迅速かつ持続的な改善と良好な安全性プ
ロファイルを確認

概要

Fate Therapeuticsは、欧州リウマチ学会（EULAR）2026年次総会で、オフザシェルフ

CAR T細胞プログラムFT819およびFT839のデータを発表しました。FT819は、全身性エ
リテマトーデス（SLE）患者において、低強度コンディショニング化学療法との併用で
迅速かつ持続的な臨床改善を示し、良好な忍容性プロファイルを維持しました。FT839

は、自己免疫疾患および血液悪性腫瘍の治療薬として、2026年にIND申請をサポート
するための活動を完了する予定です。これらの成果は、自己免疫疾患治療における
iPSC由来CAR T細胞の大きな可能性を裏付けるものです。

公開日 2026年06月04日  GlobeNewswire (Fate Therapeutics Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

Fate Therapeuticsは、2026年欧州リウマチ学会（EULAR）年次総会において、自己免疫
疾患および血液悪性腫瘍を対象としたiPSC由来オフザシェルフCAR T細胞プログラム
「FT819」および「FT839」に関する重要なデータを発表しました。特に、全身性エリ
テマトーデス（SLE）患者を対象としたFT819の第1相臨床試験データでは、低強度コン
ディショニング化学療法との併用で、迅速かつ持続的な臨床改善が確認され、同時に良
好な忍容性プロファイルが維持されたことが示されました。FT839については、2026年
中にIND（治験新薬）申請をサポートするための前臨床活動が完了する予定です。

技術・臨床詳細

FT819は、ユニバーサルドナーiPSC由来のCD19を標的とするCAR T細胞療法であり、自
己免疫疾患の治療において、病原性自己反応性B細胞を効率的に排除することを目指し
ています。SLE患者でのデータは、治療後すぐに疾患活動性の低下が見られ、効果が長
期間持続する可能性を示唆しています。この治療法は、従来の免疫抑制療法に抵抗性を
示す患者にとって、新たな選択肢となる可能性を秘めています。一方、FT839は、複数
の標的抗原に対するCARを発現させ、さらに免疫回避およびアポトーシス誘導機能を組
み込んだ高度に編集されたiPSC由来CAR T細胞です。その開発は、自己免疫疾患および
血液悪性腫瘍における多様なアンメットニーズに対応することを目指しています。

背景・業界文脈

全身性エリテマトーデス（SLE）などの自己免疫疾患は、従来の治療法では完全な寛解
が困難であり、長期的な免疫抑制剤の使用に伴う副作用も大きな課題です。CAR T細胞
療法は、当初血液がんで革新的な成果を上げてきましたが、近年では自己免疫疾患への
応用が急速に進められています。Fate TherapeuticsのiPSC由来オフザシェルフCAR T細
胞は、患者個別の細胞採取・製造が不要であるため、製造コストの削減、迅速な供給、
品質の一貫性といった利点を提供し、この分野の大きな進歩を代表するものです。この
アプローチは、より広範な患者集団にアクセス可能な治療法を提供する可能性を秘めて
います。



今後の展望

FT819のSLE患者における肯定的な臨床結果は、自己免疫疾患に対するiPSC由来CAR T細
胞療法の将来性を強く裏付けるものです。Fate Therapeuticsは、FT819の臨床開発を加
速させ、ループス腎炎を対象とした第2相RECLAIM-LN試験の計画も進めています。
FT839のIND申請に向けた進展と合わせ、これらのプログラムは、同社がiPSC由来細胞
治療の分野でリーダーシップを確立し、難治性自己免疫疾患およびがん患者に画期的な
治療法を提供することを目指していることを示しています。EULARでの発表は、これら
の治療法が臨床現場に到達する上で不可欠な信頼性を確立するものです。

元記事: https://ir.fatetherapeutics.com/news-releases/news-release-details/fate-therapeutics-showcases-

data-ft819-and-ft839-programs

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.fatetherapeutics.com/news-releases/news-release-details/fate-therapeutics-showcases-data-ft819-and-ft839-programs
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Made ScientificとPluristyxがiPSC開発・製造の統合提携
を発表：次世代iPSC由来細胞療法の商業化加速へ

概要

細胞治療CDMOのMade ScientificとiPSCプラットフォーム技術を提供するPluristyxが、
iPSC開発・製造の統合パートナーシップを発表しました。この提携は、次世代iPSC由
来細胞療法の臨床試験および商業化を加速することを目的としています。Pluristyxの

FDA Drug Master Fileを持つPluriBank™臨床グレードiPSC株とMade ScientificのGMP製
造専門知識を組み合わせることで、顧客はiPSC株の選択からGMP製造、商業供給まで
一貫したサービスを受けることができます。この協業は、特にiACT Stealth™免疫回避

技術やFailSafe™安全スイッチなどの先進技術を統合し、より効率的で安全な細胞治療
薬の開発を可能にします。

公開日 2026年06月04日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

細胞治療受託開発製造機関（CDMO）であるMade Scientificと、誘導多能性幹細胞
（iPSC）プラットフォーム技術のリーディングカンパニーであるPluristyxは、次世代
iPSC由来細胞療法の臨床および商業化を加速するための包括的な開発・製造パートナー
シップを発表しました。この戦略的提携は、両社の強みを統合し、iPSC株の選択から最
終的なGMP製造および商業供給まで、細胞治療開発者にエンドツーエンドのサービスを
提供することを目的としています。

技術・臨床詳細

本パートナーシップの中核は、PluristyxのPluriBank™臨床グレードiPSC株と、それに付
随するFDA Drug Master File（DMF）です。これにより、開発プロセスにおける規制上
の障壁が軽減されます。Made Scientificは、Pluristyxの先進的なiPSCプラットフォーム
技術、特にiACT Stealth™免疫回避技術とFailSafe™安全スイッチ技術をそのGMP製造ワ
ークフローに組み込むことになります。iACT Stealth™は、宿主の免疫系による拒絶反応
を最小限に抑えるように設計されており、オフザシェルフ型細胞治療薬の実現可能性を
高めます。FailSafe™安全スイッチは、万一の副作用発生時に細胞を排除するメカニズム
を提供し、治療の安全性を向上させます。この統合されたアプローチにより、開発者は
より効率的かつリスクを低減して、革新的なiPSC由来細胞治療薬を臨床へと進めること
が可能になります。

背景・業界文脈

iPSC由来細胞治療は、がん、神経変性疾患、心疾患、糖尿病など、多くの難治性疾患に
対する治療法として大きな可能性を秘めています。しかし、その複雑な製造プロセス
と、安全性、有効性、規制準拠といった課題が、商業化への大きなハードルとなってい
ました。Made ScientificとPluristyxの提携は、これらの課題に対処するための業界の進
化を反映しています。両社の専門知識を組み合わせることで、開発者は研究開発段階か
ら臨床、さらには商業化へとスムーズに移行できるようになり、結果として患者へのア
クセスが加速されます。特に、オフザシェルフ型細胞療法の需要が高まる中、標準化さ
れた製造と免疫回避技術の統合は、市場における競争優位性を確立する上で不可欠で
す。



今後の展望

このパートナーシップは、iPSC由来細胞治療の開発エコシステムにおいて重要な前進を
意味します。両社は、業界全体の標準化と効率化を推進し、より多くのiPSC由来細胞治
療候補が臨床段階に進み、最終的に患者に届くことを目指します。今後、Made

ScientificとPluristyxは、共同で開発された治療薬のパイプラインを拡大し、その先進的
な製造プラットフォームと技術を通じて、細胞治療分野のイノベーションを継続的に推
進していくことが期待されます。この協業は、再生医療の未来を形作る上で極めて重要
な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/made-scientific-and-pluristyx-launch-integrated-

ipsc-development--manufacturing-partnership-to-advance-next-generation-ipsc-derived-cell-therapies-

302791712.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Sana Biotechnology、低免疫細胞療法とin vivo CAR T試
験を年内開始、1年以内にデータ発表予定

概要

Sana Biotechnologyは、1型糖尿病を対象としたハイポイミューン細胞療法と、腫瘍学
および自己免疫疾患を対象としたin vivo CAR Tプラットフォームという、2つの主要な
プラットフォームにおいて臨床試験を年内に開始する予定です。両プラットフォーム

の初期データは、今後12ヶ月以内に発表される見込みです。同社は、既存の免疫抑制
治療を不要にし、より安全で効果的な治療法を提供する可能性を強調しています。こ
の進展は、再生医療および遺伝子治療の分野におけるSanaの革新的なアプローチと、

その商業化へのコミットメントを明確に示すものです。

公開日 2026年06月03日  TradingView  アメリカ



詳細

主要成果

Sana Biotechnologyは、2026年中に、1型糖尿病を標的とするハイポイミューン細胞療
法と、腫瘍学および自己免疫疾患を対象とするin vivo CAR Tプラットフォームという、
同社の2つの主要な技術プラットフォームで臨床試験を開始する予定であると報告しま
した。これらの試験の初期データは、今後12ヶ月以内に発表される見込みであり、既存
の治療法に革命をもたらす可能性を示しています。この戦略的な動きは、Sanaの革新的
な再生医療へのコミットメントと、アンメット医療ニーズの高い分野で臨床的進歩を推
進する能力を強調するものです。

技術・臨床詳細

Sanaのハイポイミューン細胞療法プラットフォームは、主要組織適合性複合体
（MHC）遺伝子の編集を通じて、ドナー細胞が宿主の免疫系に認識されるのを防ぐこと
を目指します。これにより、免疫抑制剤を不要とし、iPSCから誘導された細胞を様々な
患者に「オフザシェルフ」で提供可能とします。特に1型糖尿病では、膵島細胞を移植
しても免疫拒絶が問題でしたが、この技術でその課題を克服し、インスリン産生能力を
回復させる可能性を秘めています。in vivo CAR Tプラットフォームは、CRISPR遺伝子編
集技術を用いて患者体内でCAR T細胞を生成することで、複雑なex vivo製造プロセスを
回避し、がんや自己免疫疾患の治療を簡素化することを目的としています。臨床試験で
は、これらの新しい治療アプローチの安全性、忍容性、および初期有効性が評価されま
す。

背景・業界文脈

細胞療法と遺伝子治療の分野は、過去数十年で目覚ましい進歩を遂げましたが、免疫拒
絶と複雑な製造プロセスが依然として主要な課題です。Sana Biotechnologyのハイポイ
ミューン技術は、アロ免疫反応を回避することで、オフザシェルフ型細胞療法の普及を
加速させる可能性を秘めています。また、in vivo CAR T技術は、製造コストと治療のア
クセシビリティの問題を解決し、CAR T療法をより多くの患者に提供するためのゲーム
チェンジャーとなり得ます。これらの技術は、従来の治療法では対応困難な疾患の根治
療法として、再生医療の未来を形作る上で極めて重要です。



今後の展望

Sana Biotechnologyの臨床試験開始は、同社の技術が基礎研究から臨床応用へと移行す
る重要なマイルストーンです。今後1年以内に発表される初期データは、これらの革新
的な治療法が患者にもたらす影響を評価するための最初の兆候となるでしょう。成功す
れば、Sanaのプラットフォームは、1型糖尿病患者のインスリン依存からの解放、がん
患者の治療負担軽減、自己免疫疾患患者の生活の質の向上など、広範な医療ニーズに対
応する新たな治療パラダイムを確立する可能性があります。投資家や医療関係者は、こ
の進展が細胞・遺伝子治療分野全体に与える影響について、大きな期待を寄せていま
す。

元記事: https://www.tradingview.com/news/urn:summary_document_transcript:quartr.com:3468969:0-

sana-hypoimmune-cell-therapy-and-in-vivo-car-t-trials-to-start-this-year-with-data-expected-in-12-

months/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Avaí Bioが抗老化細胞療法でGMPマイルストーン達成、
Beam TherapeuticsはBEAM-302を迅速承認目標、Sana
Mayo Clinicと1型糖尿病で提携

概要

複数のバイオテクノロジー企業が重要な進展を報告しました。Avaí Bioは、α-Klotho抗

老化プログラムのGMPグレードマスターセルバンク（MCB）を完成させ、前臨床およ
び臨床試験への道を開きました。Beam Therapeuticsは、BEAM-302の臨床データを発
表し、FDAの迅速承認経路を目指しています。Sana Biotechnologyは、Mayo Clinicとの

戦略的提携により、1型糖尿病を対象としたハイポイミューンiPSC由来膵島細胞療法
SC451の進展を加速させると発表しました。これらの発表は、細胞・遺伝子治療分野
における広範なイノベーションと、複数の疾患領域における治療の進展を強調してい

ます。

公開日 2026年05月28日  Newswire.ca  カナダ



詳細

主要成果

2026年5月28日の発表によると、複数のバイオテクノロジー企業が細胞・遺伝子治療分
野で重要なマイルストーンを達成しました。Avaí Bioは、そのα-Klotho抗老化プログラ
ムにおいてGMP（Good Manufacturing Practice）グレードのマスターセルバンク
（MCB）を確立し、前臨床および将来の臨床試験に向けた準備を整えました。同時に、
Beam Therapeuticsは、同社の主要なベース編集候補であるBEAM-302の臨床データを公
開し、 FDAの迅速承認経路を目指すことを明らかにしました。さらに、 Sana

Biotechnologyは、Mayo Clinicとの戦略的提携を通じて、1型糖尿病治療用のハイポイミ
ューンiPSC由来膵島細胞療法SC451の開発を加速させると発表しました。

技術・臨床詳細

Avaí Bioのα-Klothoプログラムは、老化関連疾患に対処するための新しい細胞療法アプ
ローチであり、GMP準拠のMCBの完成は、治療薬製造の品質とスケーラビリティを確保
する上で不可欠です。Beam TherapeuticsのBEAM-302は、α1-アンチトリプシン欠損症
（AATD）を対象としたベース編集療法であり、肝臓における変異タンパク質の産生を
修正することを目指しています。臨床データは、その安全性と有効性プロファイルが有
望であることを示唆し、迅速承認への道を開く可能性があります。Sana Biotechnology

のSC451は、Mayo Clinicの専門知識を活用し、免疫拒絶を回避するように設計されたハ
イポイミューンiPSC由来の膵島細胞を移植することで、1型糖尿病患者のインスリン依
存性を低減することを目指します。この技術は、膵島移植の主要な課題であるドナー細
胞不足と免疫抑制剤の必要性を解決する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

再生医療と遺伝子治療の分野は、老化、遺伝性疾患、慢性疾患といった広範な未充足医
療ニーズに対する革新的な解決策を提供しています。Avaí BioのGMPマイルストーン達
成は、細胞治療製品の厳格な品質基準を満たすことの重要性を強調し、商業化への準備
を示しています。Beam Therapeuticsのベース編集技術は、従来のCRISPRに比べて高い
精度と安全性を持ち、特定の一塩基変異に直接作用できるため、遺伝子治療の次のフロ
ンティアと見なされています。SanaとMayo Clinicの提携は、学術機関とバイオテクノロ
ジー企業の協業が、複雑な疾患に対する画期的な治療法の開発を加速させる上でいかに
重要であるかを示しています。



今後の展望

これらの進展は、細胞・遺伝子治療分野が成熟し、臨床試験の最終段階および商業化へ
と移行していることを示しています。Avaí Bioは、その抗老化プログラムを臨床へと進
め、早期のデータ発表が期待されます。Beam TherapeuticsのBEAM-302は、迅速承認の
恩恵を受けることで、AATD患者に早期に治療を提供できる可能性があります。Sana
BiotechnologyのSC451は、1型糖尿病治療のパラダイムを大きく変える可能性があり、
その進展は糖尿病コミュニティから広く注目されるでしょう。これらの企業は、それぞ
れの技術プラットフォームを通じて、患者の生活の質を向上させるという共通の目標に
向かって前進しています。

元記事: https://www.newswire.ca/news-releases/anti-aging-cell-therapy-reaches-major-gmp-milestone-

as-wave-of-clinical-advancements-gain-momentum-876241235.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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富士フイルムがライフサイエンス事業のリーダーシップ体
制を刷新し、iPSC製造能力を4倍に拡大する新施設を開設

概要

FUJIFILM Holdings America Corporationは、ライフサイエンスグループ企業のリーダー
シップ体制を刷新し、Delara Motlagh氏がFUJIFILM Cellular Dynamicsの社長兼最高執
行責任者に就任することを発表しました。これと同時に、FUJIFILM Cellular Dynamics

は、米国マディソンに新たなiPSC開発・製造施設を開設し、iPSCベースの研究製品お
よびサービスの製造能力を4倍に拡大すると述べています。この戦略的強化は、再生医
療および細胞治療市場における同社のプレゼンスを強化し、需要の高まりに対応する

ためのものです。

公開日 2026年06月03日  FUJIFILM Holdings America Corporation Press Release  アメリカ



詳細

主要成果

FUJIFILM Holdings America Corporationは、2026年6月3日にライフサイエンスグループ
企業のリーダーシップ体制を刷新したと発表しました。この変更に伴い、Delara
Motlagh氏がFUJIFILM Cellular Dynamics（FCDI）の社長兼最高執行責任者（COO）に就
任し、FCDIの全事業を統括します。同時に、FCDIは、米国ウィスコンシン州マディソン
に最先端のiPSC開発・製造施設を開設しました。この新施設により、iPSCベースの研究
製品および細胞治療サービス向け製造能力が4倍に拡大し、再生医療市場の需要増加に
対応する体制を強化します。

技術・臨床詳細

FCDIは、高品質なiPSCおよびiPSC由来細胞の製造において世界をリードする企業です。
新施設は、最先端のGMP（Good Manufacturing Practice）製造設備を備え、多様なiPSC
株や、心筋細胞、神経細胞、網膜色素上皮細胞などのiPSC由来細胞製品の生産を加速さ
せます。これにより、前臨床研究から臨床試験、さらには商業化へと続く細胞治療薬開
発の各段階において、スケーラブルで信頼性の高い製造ソリューションを提供できるよ
うになります。特に、自動化された製造プロセスと厳格な品質管理システムを導入する
ことで、製品の一貫性と安全性を確保し、規制要件に適合した細胞製品を供給すること
が可能となります。

背景・業界文脈

再生医療および細胞治療の市場は、がん、神経変性疾患、心疾患、糖尿病などの難治性
疾患に対する治療法として急速に成長しています。iPSC技術は、疾患モデルの研究、創
薬、そして直接的な細胞治療において、その無限の供給能力と多様な分化能から極めて
重要な役割を担っています。需要の高まりに対応するためには、製造能力の拡大と効率
化が不可欠です。富士フイルムのこの投資は、細胞治療薬の製造受託（CDMO）サービ
スにおける世界的なリーダーシップを強化し、iPSC技術の実用化をさらに加速させると
いう同社の戦略を明確に示しています。これは、再生医療が産業として成熟していく上
で不可欠なインフラ投資の一環です。



今後の展望

新しいリーダーシップ体制と製造能力の飛躍的な拡大は、FUJIFILM Cellular Dynamics

が、再生医療分野における主要なパートナーとしての地位を確固たるものにすることを
意味します。増強された製造能力により、より多くのバイオ医薬品企業や研究機関が、
FCDIの高品質なiPSC製品とサービスを利用できるようになり、細胞治療薬の開発サイク
ルが短縮されることが期待されます。この投資は、富士フイルムがライフサイエンス事
業を将来の成長の柱と位置づけ、世界中の患者に革新的な治療法を届けるというコミッ
トメントを裏付けるものです。今後、FCDIが提供する細胞製品が、さまざまな疾患領域
での臨床応用を加速させることが期待されます。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260603870267/en/Fujifilm-Announces-

Leadership-Changes-to-Enhance-Life-Sciences-Capabilities

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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CRISPR Therapeutics、Casgevy承認で将来性示す：パイ
プライン多様化で遺伝子編集市場をリード

概要

CRISPR Therapeuticsは、鎌状赤血球症および輸血依存性βサラセミアに対する遺伝子編
集治療薬CasgevyのFDA承認により、市場でのリーダーシップを確立しました。2025年
には64人の患者がCasgevyによる治療を受け、410万ドルの売上を記録しましたが、今

後10年間で大幅な商業的成長が見込まれています。同社はCasgevy以外にも5つの治療
法が臨床試験段階にあり、心血管疾患や腫瘍学を含む多様なパイプラインを進めてお
り、遺伝子編集技術の広範な応用可能性を示しています。

公開日 2026年06月03日  Intellectia.AI  アメリカ



詳細

主要成果

CRISPR Therapeuticsは、鎌状赤血球症および輸血依存性βサラセミアに対する遺伝子編
集治療薬「Casgevy®（exagamglogene autotemcel）」の米国食品医薬品局（FDA）承
認によって、遺伝子医療市場における確固たるリーダーシップを確立しました。2025年
には64人の患者がCasgevy®による治療を受け、410万ドルの売上を計上しましたが、分
析によると、今後10年間で商業的成長が著しく加速することが予測されています。この
初期の商業的成功は、同社の技術とパイプラインが持つ将来性を明確に示しています。

技術・臨床詳細

Casgevy®は、患者自身の造血幹細胞を体外で遺伝子編集し、鎌状赤血球症およびβサラ
セミアの根本原因を修正する革新的なCRISPRベースの治療法です。この成功に加えて、
CRISPR Therapeuticsは、Casgevy®以外にも5つの治療候補が臨床試験段階にあり、パイ
プラインを多様化しています。これらには、心血管疾患、自己免疫疾患、腫瘍学（特に
固形がん）、および他の希少遺伝性疾患を対象としたプログラムが含まれます。同社の
遺伝子編集プラットフォームは、in vivoとex vivoの両方のアプローチを活用し、疾患の
根本原因に対処することで、根治的治療法の可能性を探求しています。

背景・業界文脈

遺伝子編集技術は、従来の治療法では対応困難であった遺伝性疾患や難病に対する根治
療法として、バイオテクノロジー分野の最前線を走っています。CRISPR Therapeuticsの
Casgevy®の承認は、この分野における画期的なマイルストーンであり、CRISPR技術が
臨床応用においてその有効性と安全性を確立したことを示しています。同社のパイプラ
インの多様化は、遺伝子編集技術の適用範囲が拡大し、将来的に幅広い疾患領域で治療
選択肢を提供できるという業界全体の期待を反映しています。投資家は、このような革
新的な企業が提供する長期的な成長と破壊的イノベーションの潜在力に強い関心を寄せ
ています。



今後の展望

CRISPR Therapeuticsは、Casgevy®の販売地域を拡大し、製造能力を向上させるととも
に、開発中のパイプライン製品の臨床試験を加速させることで、さらなる成長を目指し
ています。特に、早期段階の臨床プログラムが成功すれば、同社の市場価値と患者への
影響は大幅に増大するでしょう。同社は、遺伝子編集技術のリーダーとして、未充足医
療ニーズの高い疾患に対する新たな治療パラダイムを確立し、長期的に持続可能な成長
と価値創造を実現することが期待されています。投資家にとって、CRISPR Therapeutics

は、遺伝子医療の未来を形作る主要なプレーヤーとして、引き続き注目すべき企業で
す。

元記事: https://intellectia.ai/news/stock/crispr-therapeutics-shows-promising-future-potential

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://intellectia.ai/news/stock/crispr-therapeutics-shows-promising-future-potential


BlueRock Therapeutics、パーキンソン病iPSC由来細胞療
法exPDite-2 Phase 3で患者登録を開始、長期追跡データ
も間もなく公開

概要

BlueRock Therapeuticsは、パーキンソン病患者を対象としたiPSC由来ドーパミン作動

性ニューロン移植の第3相exPDite-2臨床試験において、患者登録を開始しました。こ
の試験には約100人の患者が参加し、シャム手術対照群が含まれています。同社の先行
研究では既に3年間の追跡調査データが利用可能であり、4年間の追跡調査データも間

もなく公開される予定です。この進展は、iPSC由来細胞療法がパーキンソン病の進行
を遅らせる、あるいは治療する可能性を探る上で重要なマイルストーンとなります。

公開日 2026年06月04日  Neurology Live  アメリカ



詳細

主要成果

BlueRock Therapeuticsは、パーキンソン病患者を対象とした誘導多能性幹細胞（iPSC）
由来ドーパミン作動性ニューロン移植の第3相exPDite-2臨床試験において、患者登録を
開始したことを発表しました。この革新的な臨床試験は、パーキンソン病の進行を遅ら
せる、あるいは根本的に治療する可能性のある再生医療アプローチの実現に向けた重要
な一歩となります。先行する研究から得られた3年間の追跡調査データが既に利用可能
であり、4年間の追跡調査データも間もなく公開される予定です。

技術・臨床詳細

exPDite-2臨床試験は、約100人のパーキンソン病患者を対象とし、主要評価項目として
統一パーキンソン病評価尺度（UPDRS）スコアの改善などが設定されています。この試
験の特徴は、患者にプラセボ効果を評価するためのシャム手術コンポーネントが含まれ
ている点です。BlueRock Therapeuticsは、iPSCを高度に精製されたドーパミン作動性ニ
ューロン前駆細胞に分化させ、これを患者の脳内の特定の部位に移植することで、失わ
れたドーパミン産生細胞を補充することを目指しています。このアプローチは、症状の
軽減だけでなく、病態の進行そのものを変更する可能性を秘めています。既に利用可能
な3年間のデータは、細胞移植の安全性と初期の有効性に関する貴重な情報を提供し、
今後の治療開発の方向性を示すものです。

背景・業界文脈

パーキンソン病は、ドーパミン産生ニューロンの変性・消失によって引き起こされる進
行性の神経変性疾患であり、振戦、動作緩慢、姿勢反射障害などの運動症状に加え、非
運動症状も伴います。現在の治療法は主に症状の管理に焦点を当てており、病態の進行
を遅らせる、あるいは回復させる効果的な治療法はまだありません。iPSC由来細胞療法
は、この未充足医療ニーズを満たすための有望なアプローチとして、世界中の研究者や
患者から大きな期待が寄せられています。BlueRock Therapeuticsは、バイエルグループ
傘下のリーディングカンパニーとして、iPSC技術の臨床応用を積極的に推進していま
す。



今後の展望

exPDite-2試験の患者登録開始と長期追跡データの公開は、パーキンソン病に対するiPSC

由来細胞療法の開発において重要なマイルストーンとなります。特に、シャム手術との
比較による厳密な有効性評価は、この治療法の確固たる臨床的証拠を確立するために不
可欠です。もし、この試験で肯定的な結果が得られれば、パーキンソン病患者に新たな
希望をもたらし、再生医療が神経変性疾患治療のパラダイムを大きく変える可能性があ
ります。BlueRock Therapeuticsは、この革新的な治療法を市場に導入し、難病に苦しむ
患者の生活の質を向上させることを目指しています。

元記事: https://www.neurologylive.com/view/mapping-the-clinical-trial-landscape-stem-cell-therapies-

parkinsons

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.neurologylive.com/view/mapping-the-clinical-trial-landscape-stem-cell-therapies-parkinsons
https://www.neurologylive.com/view/mapping-the-clinical-trial-landscape-stem-cell-therapies-parkinsons


Voyager Therapeutics、初のタウ標的遺伝子治療VY1706
がFDA治験薬承認取得：アルツハイマー病Phase 1開始へ

概要

Voyager Therapeuticsは、アルツハイマー病を対象としたタウ標的遺伝子治療薬
VY1706の治験新薬（IND）申請がFDAによって承認されたことを発表しました。
VY1706は、MAPT mRNAを標的とする強力なアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクター化

siRNAであり、脳内の細胞内および細胞外タウレベルを低下させます。同社は、今年後
半に早期アルツハイマー病成人患者を対象とした第1相臨床試験を開始する予定です。
この承認は、アルツハイマー病の根本原因にアプローチする画期的な治療法の開発に

向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年06月01日  Cell & Gene Therapy Review  アメリカ



詳細

主要成果

Voyager Therapeuticsは、2026年6月1日、アルツハイマー病（AD）を対象としたタウ標
的遺伝子治療薬「VY1706」の治験新薬（IND）申請が米国食品医薬品局（FDA）によっ
て承認されたことを発表しました。この承認は、ADの根本原因の一つであるタウ病理
に直接アプローチする初の遺伝子治療法として、画期的な進展となります。同社は、今
年後半に早期アルツハイマー病の成人患者を対象とした第1相臨床試験を開始する予定
です。

技術・臨床詳細

VY1706は、神経原線維変化の主要構成成分であるタウタンパク質をコードするMAPT

mRNAを標的とする、強力なアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクター化siRNA（低分子干
渉RNA）です。脳室内に投与されることで、脳内のニューロンにおけるタウの産生を効
率的に抑制し、細胞内および細胞外のタウレベルを低下させることが期待されていま
す。前臨床研究では、VY1706がタウ病理の進行を遅らせ、神経変性を軽減する有望な
結果を示しました。第1相臨床試験では、VY1706の安全性、忍容性、および初期の生物
学的活性（タウレベルの低下など）が評価される予定です。

背景・業界文脈

アルツハイマー病は、世界中で数千万人が罹患する進行性の神経変性疾患であり、未だ
に効果的な根本治療法が確立されていません。タウ病理は、アミロイドβ病理と並び、
ADの主要な病理学的特徴の一つであり、疾患の進行と神経変性に深く関与していま
す。VY1706のようなタウを標的とする遺伝子治療薬の開発は、ADの病態生理に直接ア
プローチすることで、疾患の進行を遅らせる、あるいは阻止する新たな治療戦略を提供
します。Voyager Therapeuticsは、神経疾患に対する遺伝子治療開発の豊富な経験を持
ち、今回のIND承認は同社のAAVベースのプラットフォームの堅牢性を示すものです。



今後の展望

VY1706の第1相臨床試験開始は、アルツハイマー病治療の分野における重要なマイルス
トーンであり、疾患の根本原因にアプローチする遺伝子治療薬の実現に向けた大きな一
歩となります。もし臨床試験で安全性と有効性が確認されれば、VY1706はAD患者に新
たな治療希望をもたらし、既存の治療法を補完または代替する可能性を秘めています。
この成功は、タウ病理を標的とする他の神経変性疾患（例：進行性核上性麻痺、慢性外
傷性脳症）に対する遺伝子治療開発にも道を開くでしょう。投資家や医療関係者は、こ
の革新的な治療法の今後の進展に大きな期待を寄せています。

元記事: https://www.cellgenetherapyreview.com/3972-News/625928-Voyager-gets-fda-ind-clearance-

for-first-tau-targeted-gene-therapy/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cellgenetherapyreview.com/3972-News/625928-Voyager-gets-fda-ind-clearance-for-first-tau-targeted-gene-therapy/
https://www.cellgenetherapyreview.com/3972-News/625928-Voyager-gets-fda-ind-clearance-for-first-tau-targeted-gene-therapy/


Kelonia Therapeutics、BCMA標的in vivo CAR T療法
KLN-1010のASCO Phase 1更新データで多発性骨髄腫への
有望性確認

概要

Kelonia Therapeuticsは、2026年米国臨床腫瘍学会（ASCO）年次総会で、BCMA標的in

vivo CAR T細胞療法KLN-1010の第1相inMMyCAR試験の更新データを発表しました。こ
のデータは、再発・難治性多発性骨髄腫患者において、単回静脈内投与のKLN-1010が
臨床的に有望な抗腫瘍活性と良好な安全性プロファイルを示すことを確認しました。

特に、リンパ球除去を伴わない治療にもかかわらず、高用量群で奏効が見られ、従来
のCAR T療法における製造や前処置の課題を克服する可能性を秘めています。この成果
は、in vivo遺伝子送達技術を用いたCAR T細胞療法の新たな地平を拓くものです。

公開日 2026年05月31日  Kelonia Therapeutics Press Release  アメリカ



詳細

主要成果

Kelonia Therapeuticsは、2026年米国臨床腫瘍学会（ASCO）年次総会において、多発性
骨髄腫を対象としたBCMA標的in vivo CAR T細胞療法「KLN-1010」の第1相inMMyCAR
臨床試験からの更新された初回ヒト投与データを発表しました。このデータは、再発・
難治性多発性骨髄腫患者において、単回静脈内投与のKLN-1010が、臨床的に有望な抗
腫瘍活性と良好な安全性プロファイルを示すことを明確に示しました。特に注目すべき
は、従来のCAR T療法で必須とされるリンパ球除去を伴わない治療にもかかわらず、奏
効が確認された点です。

技術・臨床詳細

KLN-1010は、Kelonia独自のレンチウイルスベクターを用いて、患者の体内で直接
BCMA特異的CAR T細胞を生成させるin vivo CAR T細胞療法です。この「in vivo」アプロ
ーチにより、複雑な体外での細胞操作や製造プロセス、および患者への負担が大きいリ
ンパ球除去化学療法が不要となります。発表されたデータでは、複数ラインの前治療歴
を持つ多発性骨髄腫患者において、高用量のKLN-1010を投与された患者群で部分奏効
（PR）が確認され、奏効持続期間も有望でした。安全性プロファイルも良好で、グレー
ド3以上のサイトカイン放出症候群（CRS）や神経毒性事象（ICANS）は報告されません
でした。これは、in vivo遺伝子送達が安全性と有効性を両立できる可能性を示唆してい
ます。

背景・業界文脈

多発性骨髄腫は、形質細胞に発生する血液がんの一種で、再発・難治性の患者は予後不
良です。BCMAを標的とするCAR T細胞療法は、この分野で画期的な治療法として確立
されていますが、その複雑な製造プロセス、高コスト、リンパ球除去による副作用など
が課題でした。KLN-1010のようなin vivo CAR T療法は、これらの課題を克服する可能性
を秘めた次世代のCAR T技術として注目されています。体内で直接CAR T細胞を誘導す
ることで、治療のアクセシビリティを向上させ、患者の治療負担を軽減することが期待
されます。この技術は、がん免疫療法のパラダイムを大きく変える潜在力を持っていま
す。



今後の展望

KLN-1010の第1相更新データは、in vivo CAR T細胞療法の多発性骨髄腫治療における実
現可能性と有望性を強力に裏付けるものです。Kelonia Therapeuticsは、今後、より大規
模な患者コホートでの有効性と安全性をさらに評価するための臨床開発を加速させるで
しょう。もし、このin vivoアプローチが最終的に従来のex vivo CAR T療法に匹敵する、
あるいはそれを上回る効果を、より簡便かつ安全な方法で提供できれば、多発性骨髄腫
患者に新たな、そしてよりアクセスしやすい治療選択肢をもたらすことになります。投
資家や医療関係者は、この革新的な技術の今後の進展に大きな期待を寄せています。

元記事: https://keloniatx.com/kelonia-therapeutics-presents-updated-first-in-human-data-from-phase-

1-inmmycar-study-of-kln-1010-in-vivo-bcma-car-t-therapy-at-the-2026-american-society-of-clinical-

oncology-asco-annual-meeting/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://keloniatx.com/kelonia-therapeutics-presents-updated-first-in-human-data-from-phase-1-inmmycar-study-of-kln-1010-in-vivo-bcma-car-t-therapy-at-the-2026-american-society-of-clinical-oncology-asco-annual-meeting/


DelveInsightのCAR-Tパイプラインレポート: 180社以上が
細胞療法イノベーションを牽引し、市場は新たな変革期へ

概要

DelveInsightが発行した最新レポートによると、CAR-T細胞療法パイプラインは拡大を
続けており、180社以上の企業が治療法のイノベーションを推進しています。この市場
は、2036年までに大きく成長し、細胞療法の分野に新たな変革をもたらすと予測され

ています。レポートでは、主要なCAR-T治療薬候補、主要企業の動向（例：Allogene

Therapeutics）、および今後の市場ドライバーが詳細に分析されており、投資家や業界
関係者にとってCAR-T療法の現在と未来を理解するための重要な情報源となります。

公開日 2026年06月04日  DelveInsight  アメリカ



詳細

本記事はDelveInsightが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

DelveInsightの最新の市場調査レポート「CAR-T細胞療法パイプライン分析、2026年」
は、CAR-T細胞療法の研究開発状況、主要な治療薬候補、主要企業、および今後の市場
動向に関する詳細な分析を提供しています。このレポートは、世界中のCAR-T細胞療法
市場の包括的な展望を提示し、特に2036年までの市場成長とイノベーションの軌跡に焦
点を当てています。

主要な調査結果

2026年現在、180社以上の企業がCAR-T細胞療法領域における革新を推進しており、
パイプラインは著しく拡大しています。

レポートは、血液がんだけでなく、固形がんや自己免疫疾患など、CAR-T細胞療法の
応用範囲の拡大を強調しています。

主要な企業として、Allogene Therapeuticsなどが注目されており、そのオフザシェル
フCAR-T細胞療法の開発は市場に大きな影響を与えると予測されています。

CAR-T細胞療法市場は、技術革新、規制承認の増加、およびアンメット医療ニーズの
高さにより、今後10年間で大幅な成長が見込まれています。

製造の複雑性、高コスト、および安全性（サイトカイン放出症候群や神経毒性など）
が依然として課題であり、これらを克服するための研究開発が活発に進められていま
す。

発行会社について

DelveInsightは、ライフサイエンスおよびヘルスケア業界に特化した市場調査・コンサ
ルティング会社です。同社は、医薬品パイプライン分析、市場規模予測、競合インテリ
ジェンスなど、深い洞察とデータに基づいた戦略的情報を提供し、企業が意思決定を行
う上で不可欠なサポートを行っています。

元記事: https://www.barchart.com/story/news/2315192/car-t-pipeline-expands-as-180-companies-

https://www.barchart.com/story/news/2315192/car-t-pipeline-expands-as-180-companies-driving-innovation-in-the-therapeutics-delveinsight


driving-innovation-in-the-therapeutics-delveinsight

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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厚生労働省、カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物等の
第二種使用等届出に関する再周知を発表

概要

厚生労働省は2026年6月5日、カルタヘナ法（遺伝子組換え生物等の使用等の規制によ
る生物の多様性の確保に関する法律）に基づく遺伝子組換え生物等の第二種使用等届
出について、改めて周知する通知を発表しました。この通知は、研究機関や企業に対

し、特定の遺伝子組換え生物等の実験室や施設での使用に関して、適切な安全管理措
置と必要な届け出義務を再確認させるものです。生物多様性保護と安全な科学研究の
両立を目指し、関連する全ての事業者に最新の規制情報を確実に遵守するよう促す重

要な行政措置となります。

公開日 2026年06月05日  厚生労働省  日本



詳細

主要成果

厚生労働省は2026年6月5日、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性
の確保に関する法律」（通称：カルタヘナ法）に基づく遺伝子組換え生物等の第二種使
用等届出に関する再周知を発表しました。この行政措置は、遺伝子組換え技術を用いた
研究活動や産業利用を行う機関に対し、関連する規制要件の遵守を再確認させることを
目的としています。

技術・臨床詳細

カルタヘナ法では、遺伝子組換え生物等（LMOs）の使用等について、そのリスクレベ
ルに応じて「第一種使用等」（隔離措置なし）と「第二種使用等」（隔離措置あり）に
分類し、それぞれ異なる規制を適用しています。今回の再周知は、主に実験室、工場、
圃場などでLMOsを閉鎖系で取り扱う「第二種使用等」に焦点を当てています。具体的
には、病原体ベクターを用いた遺伝子治療研究、iPS細胞の遺伝子改変、再生医療製品
開発におけるLMOsの利用などが該当します。この通知により、これらの研究・開発活
動における封じ込めレベルの遵守、適切な設備管理、廃棄物処理、および緊急時の対応
計画が改めて事業者側に求められます。

背景・業界文脈

遺伝子組換え技術は、医療、農業、産業分野で革新的な進歩をもたらす一方で、その使
用は生物多様性への潜在的影響や人の健康へのリスクに対する懸念を伴います。カルタ
ヘナ法は、国際的なカルタヘナ議定書に基づき、これらのリスクを管理し、生物多様性
の保全を目的として日本で制定されました。再生医療・遺伝子治療分野が急速に発展す
る中、遺伝子組換えiPS細胞や遺伝子編集細胞を用いた治療薬の開発が増加しており、
これらの製品の安全な取り扱いと環境への放出防止は極めて重要です。厚生労働省の再
周知は、技術の進歩に伴い、関連事業者が常に最新の安全管理基準を認識し、遵守する
ことを確保するための継続的な努力の一環です。



今後の展望

この再周知は、日本のライフサイエンス分野において、遺伝子組換え技術を用いた研究
開発が引き続き活発に行われる中で、全ての事業者が規制を正しく理解し、適切な安全
管理措置を講じることの重要性を強調します。規制の厳格な遵守は、国民の信頼を維持
し、将来の技術革新を支える上で不可欠です。再生医療製品の開発企業は、この通知を
受けて、社内の安全管理体制を再評価し、必要な届出を遅滞なく行うことが求められま
す。これにより、日本は、革新的な再生医療・遺伝子治療製品の安全な開発と実用化を
世界に先駆けて推進する立場を堅持することになります。

元記事: https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73468.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#26 DelveInsightのパーキンソン病パイプライン分析：臨
床・前臨床段階で240以上の治療法が進行中

概要

DelveInsightが発行した「パーキンソン病パイプライン分析、2026年」レポートによる
と、パーキンソン病の治療法開発は活発に進んでおり、臨床および前臨床段階で240以
上の治療法が進行中です。この広範なパイプラインには、細胞療法、遺伝子療法、低

分子薬、生物製剤など多様なモダリティが含まれています。レポートは、主要企業や
治療メカニズム、臨床試験の進捗状況を詳細に分析し、パーキンソン病治療の将来的
な展望を提示しています。これは、製薬企業や投資家がこの分野のイノベーションと

市場機会を理解する上で不可欠な情報源となります。

公開日 2026年06月02日  DelveInsight  アメリカ



詳細

本記事はDelveInsightが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

DelveInsightの最新市場調査レポート「パーキンソン病パイプライン分析、2026年」
は、パーキンソン病（PD）治療薬の開発状況に関する包括的な概要を提供します。こ
のレポートは、臨床段階および前臨床段階にある240以上の治療候補に焦点を当て、PD

治療の革新的な landscape を詳細に分析しています。

主要な調査結果

2026年現在、パーキンソン病のパイプラインは非常に活発であり、臨床および前臨
床段階で合計240以上の治療法が開発中です。

これらには、多様なモダリティが含まれており、特に細胞療法（幹細胞移植など）、
遺伝子療法（ウイルスベクターを用いた遺伝子導入）、低分子薬、生物製剤などが注
目されています。

主要な治療メカニズムとしては、ドーパミン補充、α-シヌクレイン凝集抑制、神経
保護、炎症調節、遺伝子編集などが挙げられます。

多くの企業が、PDの根本原因に対処する疾患修飾療法（DMT）の開発に注力してお
り、単なる症状緩和にとどまらない長期的な効果を目指しています。

臨床試験は、病期、症状、遺伝子型などに基づいて多様な患者集団を対象としてお
り、個別化医療のアプローチが重視されつつあります。

ただし、血液脳関門（BBB）の通過、長期的な安全性、および治療の有効性の確立が
依然として課題として残っています。

発行会社について

DelveInsightは、ライフサイエンスおよびヘルスケア業界に特化した市場調査・コンサ
ルティング会社です。同社は、医薬品パイプライン分析、市場規模予測、競合インテリ
ジェンスなど、深い洞察とデータに基づいた戦略的情報を提供し、企業が意思決定を行
う上で不可欠なサポートを行っています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4535535/parkinson-s-disease-pipeline-analysis-240-therapies-

https://www.openpr.com/news/4535535/parkinson-s-disease-pipeline-analysis-240-therapies-across


across

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#27 Sana Biotechnology、6月の投資家会議でQ1決算と
ハイポイミューン細胞療法パイプラインの進捗を発表

概要

Sana Biotechnologyは、2026年6月に開催される複数の投資家会議で、2026年第1四半
期（Q1）の財務結果と、ハイポイミューン細胞療法およびin vivo遺伝子編集プラット
フォームに関する最近の事業進捗について発表する予定です。同社は、特に1型糖尿

病、がん、自己免疫疾患を対象としたパイプラインの臨床開発を加速させる計画を詳
述します。これらの発表は、投資家に対し、Sanaの革新的な技術プラットフォーム
と、アンメット医療ニーズへの対応に向けた戦略的ロードマップを理解する重要な機

会を提供します。

公開日 2026年06月01日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

Sana Biotechnologyは、2026年6月に開催される複数の投資家会議で、2026年第1四半期
（Q1）の財務結果を報告するとともに、ハイポイミューン細胞療法およびin vivo遺伝子
編集プラットフォームを含む、その主要な事業パイプラインにおける最近の進捗につい
て発表することを明らかにしました。これらの発表は、同社の財務健全性と、特に1型
糖尿病、がん、自己免疫疾患といった広範な疾患領域における臨床開発プログラムの加
速計画を投資家に提示するものです。

技術・臨床詳細

Sanaのハイポイミューン細胞療法プラットフォームは、主要組織適合性複合体
（MHC）遺伝子を編集することで、ドナー細胞が宿主の免疫系に認識されるのを防ぎ、
免疫抑制剤を不要とする「オフザシェルフ」型治療薬の開発を目指しています。これに
より、1型糖尿病患者がインスリン産生細胞の移植後に免疫拒絶に直面する課題を克服
できる可能性があります。また、in vivo遺伝子編集プラットフォームは、CRISPRなどの
技術を用いて患者体内で直接遺伝子を修正し、がんや自己免疫疾患の根本原因にアプロ
ーチすることを目指しています。これらのプラットフォームは、従来の治療法では困難
な疾患に対する根治的治療法の可能性を提供します。

背景・業界文脈

Sana Biotechnologyは、再生医療および遺伝子治療分野の最先端を走る企業であり、そ
の技術は、免疫拒絶という細胞治療における長年の課題を解決することを目指していま
す。1型糖尿病、がん、自己免疫疾患は、世界中で何百万人もの患者が苦しむ重大な疾
患であり、既存の治療法には限界があります。Sanaのハイポイミューン技術は、これら
の疾患に対する細胞療法のアクセシビリティと有効性を大幅に向上させる潜在力を持っ
ています。Q1の財務結果とパイプラインの進捗発表は、同社が研究開発への積極的な
投資を継続し、革新的な治療法を臨床へと移行させる能力を示しています。



今後の展望

今回の投資家会議での発表は、Sana Biotechnologyの戦略的ロードマップと、長期的な
価値創造の可能性を投資家に明確に伝えるためのものです。特に、ハイポイミューン細
胞療法とin vivo遺伝子編集プラットフォームの臨床試験進展は、今後の同社の成長を牽
引する主要なドライバーとなるでしょう。もしこれらの技術が臨床的に成功すれば、患
者の生活の質を劇的に改善するだけでなく、細胞・遺伝子治療市場全体の発展にも大き
く貢献することになります。投資家は、これらの革新的なアプローチがアンメット医療
ニーズにどのように対応し、市場にどのような影響を与えるかについて、引き続き高い
関心を示すでしょう。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/SANA/sana-biotechnology-to-present-at-june-2026-investor-

6ikkn9zz06cl.html
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